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目 的

わが国は結核を主体 とする急性伝染病の時代を経て、

慢性疾患の時代を迎えている。慢性疾患の原因は感染

症 と異なり単一の要因では説明できない。 しかし、人

間によってつくり出 された複雑で多様な健康への リス

ク ・ファクターを取 り除くためには 「生活を主体 とす

るHealthCareSystem」 へ と変革 しなければならな

い1)。 また、 これ らは健康増進のアプローチ として、

文化を持った人間の生活様式一Lifestyle-一 一の把握 と

その変革の方向性の問題 として認識 しなければならな

い。

わが国の科学技術や交通手段の発達、情報化の進展

は、人舜の生活に大きな変化 をもたらし、物質的には

豊 になり生活はより便利に、 しかも快適 なものになっ

てきた.し か し、一方では日常生活におけるス トレス

の増大や身体の活動性の低下等による癌、心臓病、脳

卒中、いわゆる生活習慣病の増加 をもたらしている。

こうした生活習慣病は、食生活、運動習慣、休養、喫

煙 、飲酒等の生活習慣が、その発症 ・進行に関与する

疾患と定義 され、生活を改善することによりその疾病

や進行を予防できると考えられてきている=).ま た,

Breslewら3}は 「毎日7～8時 間の睡眠をとる、朝食

を欠かさない、間食を しない、適正な体重を保っ、定

期的に運動をする、過度の飲酒 をしない、タバコを吸

わない」の7っ の健康習慣の実践が健康度や平均余命

の延長 に大きく関係 していることを指摘している。さ

らに、Breslowら の研究によれば性別、年齢、地域の

生活環境、家族構成、個人の価植観等 も重要な健康問

題 としていることから、単に健康習慣だけでな くおよ

そ個人を取 り巻 く諸条件にも健康問題 として検討する

ことが課題と考えるのである。

本研究は、高校生のライフスタイル と健康に関する

自覚症状を著者 らが先に報告 した 軋鯛 大学生のデータ

と比較 し、高校生 と大学生のライ フスタイルや健康に

関する自覚症状がい創 こ具なるのか、そのことから今

後の若者の健康的な生活実践のあ り方や健康教育がど

うあるべきかを検討す るための基礎資料を得ることを

目的 とする.

方 法

調査は、北海道内に所在する高等学佼を多段抽出法

によリ ユ2校 を選定 し、2,773名(北 海道に在籍する

高校生の約1.5%)を 対象 に質問紙集合法により実施

したa回 答数は2,〔鱈4名(回 収率96.8%)で あり、調

査期間は平成12年5月16日 か ら5月26日 までであ

った。

調査内容は 「平均睡眠時間」.朝 食 ・間食 ・食物の

好き嫌いの 「食生活」、 「飲酒習慣」、 「喫煙習慣」、

「運動習慣」、 「現在及び将来の健康観」、及び 「健康

に関する自覚症状66項 目(身 体的24項 目、精神的23

項 臥 行 動 的19項 目で、選択 肢 は 「いつ も あ る」、 「時 々

あ る」、 「全 くな い」 の3項 目か ら選 択 させ た)」 で あ

っ た。 高校 生 と比 較 す る大 学 生 に つ い て は 、平 成9年

4.月 に 実 施 した調 査 結 果 を用 い た。 な お 、 項 目間 の 差

の検 定 は カ イ 自乗 検 定 を行 い 、有 意 差 の 危 険 率 は5%

未 満 を 有 意 と し、 そ れ ぞ れ に示 した 。 対 象 の属 性 は 、

高 校 生 の 性別 で は 、男 子1,456名(54.2%)、 女 子1,228

名(45.8%)、 学年 別 で は1年 生 臼63名(35.go/o)、2

年 生822名(3e.6%)、3年 生899名(33.50/o}で あ

り、 同 じ く大 学 生 で は 、 男 子1,591名(79.4%}、 女 子

412名(20.6%)、1年 生362名{18.1%)、2年 生790名

{39.4%〉 、3年 生555名(27.7S6)、4年 生296名(14.8蜘

で あ っ た。

結 果

1.平 均睡眠時間にっいて

表1は 、高校生及び大学生の 「平均睡眠時間」を示

したものである。 これによれば、高校生は 「9時間以

上11時 間未満」(32%}、 「5時間未満」(6-7%)藻 大学

生を上回り、大学生は 「5時間以上7時 間未満t〔5Z3%}、

「7時 間以上9時 間未満」(41,7%)が 高校生よ り有意

に高率を示 した くP<0.OO1)。

且 食生活について

1)朝 食の摂取について

高校生及び大学生の 「朝食の摂取」にっいては表2

に示すよ うに、 「毎 日とる」が高校生の73.996に 対 し

大学生は55.6%と 低率を示 し、 「とらない」は高校生

の6.SUに 対 し大学生は21.7%を 占め、高校生の約 呂倍

と有意 に高率であった(P<O.OOI)。

2)間 食の摂取について

表3は 、高校生及び大学生の 「間食の摂取」につい

て示 したものである。間食 を 「ほぼ毎日する」は高校

生に3割 と高率を示 し、 「時々する」及び 「ほとんど

しない」は大学生にそれぞれ66.3%、20.5%を 占め、

高校生 より有意に高率であった(P〈O-OOD。

3)食 物の好 き嫌いについて

表4は 、高校生及び大学生の 「食物の好き蝶い」に

ついて示 したものである。 これによれば、好き嫌いが

「ほとんどない」は高校生の30.螂 に対 して大学生は

29.4%と 似た割合を示 しているが、 「3品目以下」で

は高校生(43.ε鮒 より大学生(5L4%)に 多く、他方、 「4

品目以上」では大学生(19,2%)よ り高校生(26.596>が 有

意に高率であった(Pく0.001)。

衷1平 均睡眠時間について
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3,飲 酒習慣について

高校生及び大学生の 「飲酒習慣」は表5に 示すよう

に、 「飲んだことがない」は高校生の38.8%に 対 して

大学生 は24.5%で あったeま た、 「時々飲む」及び 「ほ

ぼ毎 日飲む」では大学生にそれぞれ70.1%、5.4%を 示

し、高校生(59.4%N1.8Sl)よ り有意に高率であった(P

〈e.001)。 また、未成年者であ る高校生の飲酒習慣が

6割 を超 えていた.

4.喫 煙習慣 について

高校生及び大学生の 「喫煙習慣」にっいては表6に

示す ように、 「吸った ことがない」が高校生76.7%に

対 して大学生は58.OS6で あ り、 また、 「時 々吸 う」

では高校生12.3%に 対 して大学生は2.4%で 、喫煙常習

予備軍は高校生に多い。 さらに喫煙を 日常的に行 って

いる 「毎 日吸 う」は高校生 の11.0%に 対 して大学生は

39,6%で 有意に高率であった ⑩<O.OOl)。 また、喫煙

習慣を もつ高校生が23.3%と 約4分 の1を 占めていた。

5.運 動習慣 にっいて

高校生及び大学生の体育授業以外の 「運動習慣」に

っいては表7に 示す ように、運動 をfよ くする」が高

校生の39.4%に 対 して大学生は9.7%と1割 にも満たな

く、大学生の場合 「時々する」53.呪 を加 えても62.7%

の6割 強であっ乱 また、運動習慣を全 くもたない者

は、高校生の27.5%に 対 して大学生 は37.3%を 占め有

意に高率であったa)・<O.OOI>。

6.現 在の健康状態について

表8は 、高校生及び大学生の 「現在 の健康状態」に

っいて示 したものである。 これによれば 「非常に健康

である」は高校生の28.0%に 対 して大学生は15.7%で

高校生に多く、一方、 「健康ではない」は高校生の

16.8%に 対 して大学生は20.8%を 占め、大学生の方が

健康状態に関する認識が低かった(P〈0.001)。

表3間 食の摂 融について
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7.将 来の健康について

高校生及び大学生の 「将来 の健康」 については表9

に示す よ うに、将来の健康について 「少 しでも良 くし

たい」は高校生の53.4%に 対 し大学生は46.3%と 高校

生に多く、 「将来の健康には無関心」は高校生 と大 学

生は似た割合 を示 し、 「今の健康状態を保持」は高校

生30.e%に 対 し大学生が37.4%を 占め有意に高率 であ

った(P<O.OO1)。

表2朝 食の摂取にっいて
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S.健 康に関する自覚症状の比較について

高校生及び大学生の 「健康に関する自覚症状(66

項 副 」については、 自覚症状がfい つもある」とす

る者は、身体的自覚症状24項 目(表10参 照)、 精神

的自覚症状23項 目(表11参 照)、 行動的 自覚症状19

項 目 俵12参 照)の66項 目全てに高校生が大学生よ

り有意に高率であった。 したがって、自覚症状を有す

る者は圧倒的に高校生に多かった。また、高校生が30%

を超える高い割合を示 した自覚症状の項 目は、身体的

自覚症状では 「眠い」(63.6%)、 「疲れている」(51.瑞)、

「疲れやすい」(41.鮒 、 「首と肩がこる」{35.79G)で

あ り、精神的自覚症状では「朝起きるのが辛い」(50.4%)、

「不安 ・心配胆ある」(37.2SS)の2項 目であoた 。な

お、行動的 自覚症状では3鰯 を超 える項 目は皆無であ

った。

9.ラ イフスタイル9項 目と自覚症状 との関連

ライフスタイル9項 目と身体的自覚症状24項 目、

精神的自覚症状23項 目、行動的自覚症状19項 目との

関連を示 したのが表13、 表14、 表 ユ5、表16、 表17、

表10僅 康に幽する身体的自覚症怯について
{弓6,
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表18で ある。

高校生及び大学生の 「平均睡眠時間」については、

平均睡眠時間が 「7時間未満」 とする者で、身体的 自

覚症状(表13、 表14参 照)が 「いっもあるiに 高率

を示 した症状は、高校生6項 目(「疲れている」、 「不

整脈がある」、 「疲れやすい」、 「睡眠困難 ・眠 りが浅

い」s「 首と肩がこる」、 「食欲低下1)、 大学生4項 目

(「疲れている」、 「息苦しい」、 「疲れやすい」、 「眠

い」)で あった。以下同様に、 「7時 間未満」 とす る

者で、精神的自覚症状(表17、 表14参 照}が 「いつ

もある」に高率を示 した症状は、高校生4項 目(「朝

起きるのが辛い」、 「不安 ・心配がある」、 「周囲の人

の冷た さを感 じる」、 「憂轡1)で あ り、大学生3項1ヨ

(「けだるい」、 「叫びたい」、 「朝起 きるの溺辛い」)

であった。 さらに、 「7時 間未満」とする者で、行動

的自覚症状(表 工8、表14参 照)が 「いっもある」に

高率を示 した症状は、高校生2項 目{「好色 ・異性 と

っきあう」、 「不眠」)、大学生3項 目{「歩行中っまず

く」、 「常に行動 してい るt、 「不眠」}で あった。ま

た、身体的、精神的、行動的自覚症状を合わせ ると高

表ll健 康に閏する縞神的自覚庄状について
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校生62項 目で関連率(有 意差のある項 目数÷項 目総

tw66x100)ga鰯 、大学生19項 目で関連率28.8%で

あった.

高校生及び大学生の 嘲 食の摂取」については、朝

食を 「とらない」とする者で、身体的自覚症状(表13、

表14参 照}が 「いつ もある」に高率を示した症状は、

高校生は有意差が認められた全ての症状19項 目、大

学生は4項 目(「疲れている」、 「睡眠困難 ・眠りが浅

い」、 「吐き気」、 「下痢)で あった。以下同様に、

朝食を 「とらない」とする者で、精神的自覚症状 俵

17、表14参 照)が 「いつもある」に高率を示 した症

状は、高校生は有意差が認められた全ての症状20項

目、大学生4項 目U頭 がさえない」、 「落ち着かない」、

「叫びたい」、 「朝起きるのが辛い」)で あった。 さら

に、朝食を 「とらない」とする者で、行動的自覚症状

(表18、 表14参 照)が 「いつもある」に高率を示 し

た症状は、有意差溺認められた全ての症状(高 校生16

項目、大学生9項 目)で あった。また、身体的、精神

的、行動的自覚症状を合わせると高校生55項 目(関

連率83.3%)、 大学生21項 目(関 連率31.8%)で あっ

た。高校生及び大学生の 「間食の摂取」については、

間食を 「ほぼ毎日する」者でζ身体的自覚症状{表13、

表1弓 参照)が 「いっもある」に高率を示 した症状は、

高校生12項 目{「疲れている」、 「めまい」、 「疲れや

すい」、 「顔が赤 くほてる」、 「暑さに弱い」、 「足が

表祀 健康に関する行動的自覚庄状について
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注1,上 般 高拉生

下段=大 学生

重い」、 「首と肩がこる」、 「便秘」、 「頭痛」、 「眠い」、

「足が冷える」、 「寒さに弱い」}、大学生は有意差が

認められた全ての症状17項 目であった。以下同様に、

「ほぼ毎日する」者で、精神的自覚症状(表17、 表14

参照)が 「いっもある」に高率を示 した症状は、高校

生9項 目(「集 中できない」、 「頭がさえない」、 「自

信がない」、 「無力感がある」、 「何事にも重荷を感 じ

る」、 「朝起るのが辛い」、 「不安 ・心配がある」、 「周

囲の人の冷たさを感 じる」、 「緊張する」)、大学生は

有意差が認められた全ての症状22項 目であった。 さ

らに、 「ほぼ毎日する」者で、行動的自覚症状 俵B、

表14参 照)hl「 いつもある」に高率を示 した症状は、

高校生7項 目(「歩行中つまず く」、 「過眠」、 「多弁」、

「過食」、 「浪費」、i常 に行動 しているJ、 「間食が

絶えない))、大学生は有意差溺認められた全ての症状

lO項 目であった。また、身体的、精神的、行動的自

覚症状を合わせると高校生52項 目(関 連率78.8%)、

大学生49項 目(関 連率74.2%}で あった。

高校生及び大学生の 「食物の好き嫌い」については、

嫌いな食物胆 「く品目嵐上」ある者で、身体的自覚症

状 〔表13、fi14参 照)が 「いっもある」に高率を示

した症状は、有意差が認められた全ての症状(高 校生

23項 目、大学生17項 目)で あった。以下同様に、 「4

品目以上」ある者で、精神的自覚症状(表17、 表14

参照}が 「いっもある」に高率を示 した症状は、有意

差が認められた全ての症状(高 校生22項 目、大学生

14項 目)で あった。さらに、 「4品目以kあ る者で、

行動的自覚症状(表18、 表14参 照)が 「いつもある」

に高率を示した症状は、高校生7項 目 〈「歩行中つま

ず く」.「多弁」、 職 費」、 「不眠」、 「攻撃的になる」、

「活動低下」、 「間食が絶えない」)、大学生は有意差

が認められた全ての症状17項 目であった。また、身

体的N精 神的、行動的自覚症状を合わせると高校生62

項 目(関 連率94.om)、 大学生48項 目 欄 連率72.7%〉

であった。

高校生及び大学生の 「飲酒習慣」について、アルコ
ールを 「ほぼ毎日飲む」者で、身体的自覚症状 俵13、

表15参 照)が 「いつもある」に高率を示 した症状は、

有意差thS認められた全ての症状(高 校生22項 目、大

学生11項 目)で あったe以 下同様に、 「ほぼ毎 日飲

む」者で、精神的自覚症状(表17、 表15参 照)が 「い

つもある」に高率を示 した症状は、高校生は有意差が

認められた全ての症状2D項 目x大 学生16項 目(「集

中できない」、 「生きる希望がない」、r落 ち着かない」、
「人に会いたくない」、 「自信がない」、 「けだるい」、

「何事にも重荷を感 じる」、 「楽 しくない」、 「物事を

決めることは困難」、 「生きがいを感 じない」、 「何事

にも感動しない」、 「叫びたい」、 「朝起るのが辛い」、

「何かを壊 したくなる」、 「繁張する」、r憂 轡」)で

あったeさ らに、fほ ぼ毎日飲む」者で.行 動的 自覚

一165一
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症状(X18.表15参 照)が 「いつもある」に高率を

示 した症状は、高校生 は有意差が認められた全ての症

状17項 目、大学生14項 目(「引きこもる」、 「スリル

を求める」、 「粗暴」、 「喫煙量の増加j、 「過食」、 「浪

費」、 「好色 ・異性とっきあ う」、 「常に行動 している」、

「不眠」、 「過剰飲酒 、 「拒食」、 「人と話をしない」、

「攻撃的になる1、 「死にたい」〉であった。また、身

体的、精神的、行動的自覚症状を合わせると高校生59

項 目(関 連率99.4%)、 大学生44項 目(関 連率66.7%)

であった。

高校生及び夫学生のr喫 煙習慣」にっいては、 「毎

表13

日吸 う」者で、身体的自覚症状(表13、 表15参 照}

が 「いつ もある」に高率を示Lた 症状は、高校生は有

意差が認められた全ての症状20項 目、大学生1項 目

(「背中が痛むj)で あり、以下同様 に、 「毎 日吸 う」

者で、精神的自覚症状{表17、 表15参 照)が 「いつ

もある」に高率を示 した症状は、高校生は有意差が認

められた全ての症状23項 目、大学生1項 目(「朝起き

るのが辛い」)であった。さらに、 「毎 日吸 う」者で、

行動的自覚症状{表IS.表15参 照}が 「いっ もある」

に高率を示 した症状は、高校生は有意差瀞認 められた

全ての症状17項 目、大学生1項 目(「喫煙量の増加」)

ライフス聖イル9項 目と身体的自覚症状 との関連

平均睡眠時間 1朝食の摂取 間食の掻壇 食品の峙き蜂い 歓酒習慣 喫煙晋慣 蓮動習慣 珊在の健廉壮騒 謙 の甑=
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表14ラ イフスタイル と自覚症状が 「いつ もある」について

ライフλタイル 白覚崖雌
1閏 遮 頃 昌 ■ 号

高 披 生
一 一

弐 掌 生
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即唖

曜
瞬
聞

塒伺車璃
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表15ラ イ フスタイル と自覚 症状が 「いっ もある」1=r⊃いて

1一
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表17ラ イフス.タイル9項 目と輯魯 的自覚庄状 との 閲連
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であった。また、身体的、精神的、行動的自覚症状を

合わせると高校生60項 目(関 連率90.9蜘 、大学生36

項 目(54.5%}で あった。

高校生及び大学生の体育授業以外の 「運動習慣」に

ついては、 「ほとん どしない」者で、身体的自覚症状

(表13、 表15参 照)が 「いつもある」に高率を示Lた

症状は、高校生13項 目(「不整脈がある」、 「めまい」、
「疲れやすい」、 「風邪をひきや ずい」、 「顔が赤くほ

てる」、 「首と肩がこる」.「便秘」、 「頭痛」、 「眠い」、

「腹痛」、 「寒 さに弱い」、 「下痢」、 「食欲低下」)、

大学生臼項 目(「疲れやすい」、 「風邪をひきやすい」、

「顔が赤くほて る」.「暑さに弱い」、 「首 と肩溺こる」、

「便秘」、 「足が冷える」、 「寒 さに弱い1)で あったe

以下同様に、 「ほとんどしない」者で、精神的自覚症

状{表1了 、表15参 照}が 「いっもある」に高率を示

した症状は、高校生19項 目{「集中できない」、 「頭

nsさえない」t「人に会いたくない」、 「自信がないJ、

f無力感がある」、 「けだるい」、 「何事にも重荷を感

じる」、 「i楽しくないi、 「人 とうまくやっていけない」、

「物事を決めることは困難」、「生きがいを感 じない」、

r何事にも感動 しない」、r圧 追 される感 じがあるJ、

「朝起きるのが辛い」、 「不安 ・心配がある」、 凋 囲

の人の冷たさを感 じる」、 「緊張する」、 「元気がない」、

「憂醗」〕、大学生7項 目(「楽 しくない」、 「人 とうま

くやっていけない」、「物事を決めることは困難1、 「生

きがいを感 じない」、 「不安 ・'晒己がある1、 「元気hS

ない」、 「憂欝」)で あった。 さらに、 「ほとん どしな

い」者で、行動的自覚症状{表IS、 表15参 照}溺 「い

っもある」に高率を示した症状は、高校生5項 目(「引

きこもる1、 「過食」、 「人 と話をしない」、 「活動低

下」、 「間食が絶えないJ)、大学生2項 目(「過眠」、

「活動低下Dで あoた 。またN身 体的、精神的、行

動的 自覚症状を合わせ ると高校生5i項 目(関 連率

77.3%)、 大学生48項 目(関 連llg72.7%)で あった。

高校生及び大学生の 「現在の健康状態」について1よ

「健康ではない1と する者でx身 体的 自覚症状{表13、

表16参 照)が 「いつもある」に高率を示 した症状は、

有意差が認められた全ての症状(高 校生 触 項目、大

学生21項 目)で あった。以下同様に、 「健康ではな

い」とする者で、精神的自覚症状(表17、 表16参 照)が

「いつ もある」に高率を示 した症状は、有意差が認め

られた全ての症状(高 校生、大学生ともに23項 目)

であった。 さらに、 「健康ではない」 とする者で、行

動的自覚症状(衰18、 表16参 照)が 「いっ もある」

に高率を示 した症状は、有意差が認め られた全ての症

状(高 校生、大学生ともに1了 項目)で あった。また、

身体的、精神的、行動的自覚症状を合わせると高校生

64項 目(関連率97.0%)、 大学生61項 目{関連率92.4%)

であった.

高校生及び大学生の 「将来の健康」 にっいて、 「将

来の健康には無関心」とする者で、身体的 自覚症状(表

1ヨ、表16参 照)が 「いっもある」に高率を示した症状

は、高校生12項 目(「息苦 しい」、 「めまい」、 「関節

の痛み」、 「睡眠困難i・眠 りが浅い」、 「背 中が痛む」、

「暑さに弱い」、 「頭が締め付けられ る」、 「身体がほ

てる」、 「頭痛」、 「眠い」、 「腹痛」.「食欲低下」)、

大学生は有意差が認められた全ての症状21項 目であ

った。以下同様に、 「将来の健康には無関心」とす る

者で、精神的自覚症状俵17N表16参 照1カS「 いっ

もある」に高率を示した症状は、高校生18項 目{「集

中できない」、 「生きる希望がない」、 「頭 がさえない」、

「人に会いたくない」、r自 信がない」、 「無力感があ

る」、 「何事にも重荷を感 じる」、 「楽 しくない」、 「人

とうまくや っていけない」、 「物事を決 めることは困

難」、 「生きがいを感 じない」、 「何事 にも感動 しない」、
「圧迫 される感 じ溺あるゴ、 「朝起るのが辛い」、 「何

かを壊 したくなる」、 「周囲の人の冷たさを感 じるt、

「元気がない」、 「憂欝J)、 大学生は有意差が認 めら

れた全ての症状21項 目であった。 さらに、 「将来の

健康には無関心」とする者で、行動的自覚症状(fiIS、

表16参 照)が 「いつもある」に高率を示 した症状は、

高校生12項 目(1引 きこもる」、 「粗暴」、 「過眠」、
「喫煙量の増加 、 「浪費」、 「不眠」、 「過剰飲酒」、

「拒食」、 「人 と話をしない」、 「攻撃的になる」、 「活

動低下」、 「死にたい」)、大学生は有意差が認められ

た全ての症状17項 目であった。また、身体的、精神

的、行動的 自覚症状を合わせると高校生60項 目(関

連率90.9%)、 大学生59項 目(関 連率 舶.4%)で あっ

た。

考 察

高校生及び大学生の時代は、若さと体力にあふれ将

来への限りない憧憬と夢のある時代である。また、知

的、体力的、人間的にも長い人生の基礎を築く最も重

要な時期でもある。そうした重要な時期にも関わらず、

近年、青少年期からの食事、運動、飲酒、喫煙等のラ

イフスタイルの乱れから 「生活習慣病」である高血圧、

動脈硬化性病変や高コレステロール血症等が若年時か

ら発症することが明らかにされてきている。また、こ

うした青少年期の生活習慣は成人になってから変える
ことオ灘 しいとも指摘されている η。高校生にっいて

は、学校保健システムに基づいて専門職の養護教諭が

配置され,、集団管理や健康相談をはじめ個人管理等の

充実が図られているが、今日、生徒の生活行動の乱れ

を起因とする健康問題 と問題行動が多発して的確な対

応が取り得ないこと恭問題となっている。大学生の生

活は、大学の環境やライフスタイルの変化に伴い心身
の変化と疾病の特徴を変容させ、そのため大学は 「学

生の健康の保持と増進への支援aealthSupport)」St

の重要性から 「大学における保健管理センター」を設

一169一



スポーツ整復療法学研究 第4巻 ・第3号2003年3月 原著論文

置し、学生のみならず大学全体を通じて疾病予防や傷

害防止のためのrHealthCareandServices」 を行っ

ている。 これらのこと示大学生の糖尿病、肥満、高血

圧、心 ・腎疾患等の内科的疾患と精神神経的疾患の健

康管理の重点項目となるに至っている背景である9〕。

高校生と大学生の生活上の特質は、高校生は入学以

来、立ちはだかる 「大学入試」やr就 職」のための準

備等に追われ高校における教科外教育活動の低迷や運

動不足の問題が深刻であると考えられる.一 方、大学

生は、家庭や親から離れ、同時に親や教師からの干渉

が減少し、 「生活の独居化」により 「生活の乱れ」に

伴 う多くの健康に関する自覚症状を有していることが

指摘されている4}。

健康の行動1ヒという「健康行動」は、その背景に 「健

康知識」、そしてその知識から形成される 「健康態度」

があり、この健康態度が 「健康行動」を左右している。

したがって、高校生や大学生がどのような 「健康知識」

を修得し、どのような 「健康態度」を形成するかが大

きな課題である。健康的な生活習慣が未確立な高校生

や大学生に対しては、健康行動を規定する望ましい健

康態度の形成と、この裏付けとしての正しい健康知識

を学習する 「生涯にわたる健康教育」が重要であるこ

とは論を待たない。

現在の健康認識にっいては 「非常に健康である」と

する者は、高校生は大学生に比べて高率を示したが、

これは、高校生と大学生の居住形態及び生活形態の相

違やその生活の自由度によるものと考えられる。また、

将来の健康については、f少 しでも良くしたい」hS高

校生は大学生を上回っている。このことは、高校生が

毎日規則的に通学していること、また、時間割 り(教

育課程)の 違い、さらに教科 「保健体育」の必修等が

影響しているものと考えられる。いずれにしても高校

生は、 「非常に健康である」及び 「将来少しでも良く

したい」と積極的に考えていることが理解される。一

方、大学生は家庭や学校から開放され、 「生活リズム

と健康の乱れ」現象を有していると見るべきである引〕。

大学生は高校生に比べて将来の健康についてr関 心溺

ない」者ほど、自覚症状が 「いつもある」に高率を示

した(高 校生42項 目、大学生59項 目)こ とからも理

解される。現在や将来の健康に関する自己評価は、身

体的健康だけでなく、精神的健康、さらには社会的要

因にも影響されるとい う知見la)があり、このことは

健康に対する自己認識 と自覚的症状との間に密接な関

連があることを意味 している。

大学生の 「平均睡眠時間」については、 「7時間未

満」の者が55.8%を 占め、不適切な睡眠と生活の乱れ

等との関連が認められた。睡眠時間の不足は、 「身体

的自覚症状」及び 「精神的自覚症状」の訴えが多いと

い う指摘IDが あり、睡眠時間はr身 体的自覚症状」

及び 「精神的自覚症状」との関連性が高いことを示 し

ている.こ のことは、同様に高校生においても認めら

れた。特に、高校生の睡眠で指摘すべきことは、大学

生に比べて 「9時間以上」 と 「5時間未満」の者が高

率を示 し、また、 「平均睡眠 時間」 と 「自覚症状」と

の関連 では、高校生は大学生 に比べ関連率が高 く(高

校生93、9%に 対 して大学生2S.8%)、 よ り多 くの影響

を受けていることが理解できる。睡眠は、1日 の 「疲

労の回復」と翌 日の 「エネルギー蓄積」にとって重要

であ り、睡銀 の乱れや障害は、 「悩み」、 「心配事」、

「ス トレス」等生活に内在 していることを認識すべき

である。

「朝食の摂取」については、高校生の7割 強が、ま

た 「間食の摂取」では約3割 が毎 日摂取 し、 「食物の

好き嫌 い」が 「4品 目以上」の者が約3割 で、いずれ

も大学生に比べ高率であった。また、高校生 と大学生

の 「朝食の摂取j、 「間食の摂取」、 「食物の好き嫌いJ

3項 目と自覚症状との関連率では、高校生が高かった。

これ ら食事と健康との関わ りや疾病の発生に関 しては、

高血圧、糖尿病、肥満、高脂血症 、高尿酸血症、骨粗

霧症、歯周病、癌等の リスク ・ファクター として他の

要因 とともに研 究され.多 くの知見 田 が得 られてい

る。また、そのための具体的 な生活習慣病予防のため

の食事摂取基準13)等 も示 され、人体が摂取を必要 と

している糖質、脂質、蛋 白質 とい うエネルギー源栄養

素の他に五大栄養素の うち無機質,ビ タミンの栄養 ・

代謝状態も生活習慣病の発生のメカニズム と関係 して

いると指摘14)さ れているe

「飲酒習慣」については、大学生は高校生に比尺て

当然なが ら飲酒習慣をもつ者が多い溺、しかし、自覚

症状66項 目との関連では、大学生の関連率66.7%に

比ぺて高校生は89.4%の 関連率を示 しtCaこ のことは、

高校生は大学生に比べて飲酒か らの影響 をよ切多く受

けやすいことを意味しているもの と考えられる。アル

コールは、全身のいたるところに到達 し、肝臓、膵甑

食道、脳、末梢神経、筋肉、心臓 、骨等に様々な疾患

をもた らすことが報告1fi・16)されているし、また、高血

圧、糖尿病、肥満、高脂血症、高尿酸血症、骨粗繧症、

癌等のいわゆる生活習慣病に対 してアル コールが深 く

関わっている17,。 しか し一方では、飲酒 と死亡率 に

関してエタノール量にして 童日20～30言 の飲酒をす る

群は.非 飲酒群に比べてむしろ死亡率が低 く、動脈硬

化を挿制 し、心疾患や脳梗塞による死亡を少な くす る

ことも明 らかにされ ている 田)。先述 した ように飲酒

習慣 と自覚症状66項 目との問には、高校生59項 目、

大学生は"項 目と多 くの関連が見られた。 これ らの

ことか ら中学生 ・高校生 ・大学生の若者 に対 して飲酒

による弊害に関す る教育 ・指導が必要であろう。

「喫煙習慣tに ついては、未成年者である高校生で

は 「時々吸 う」及び 「毎 日吸 う」恭約4分 の1を 占め、

大学生は4割 強が喫煙 を経験 している。喫煙に対する
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健康への影響に関す る研究は、癌、脳梗塞、虚血性心

疾患等の生活習慣病 との関連のみならず、咳、疲等の

自覚症状 との関連、歯周病等の 口腔疾患 との関連、運

動能力への影響、呼吸器系機能への影響L妊 婦への影

響等について多 くの報告がある19・20・2]・n・za}。また、喫

煙 と自覚症状 との関連 については、高校生60項 目、

大学生36項 目に関連が見られ、高校生ほど関連項 目

数 が多かった.こ のことは、若い年齢ほど身体的、精

神 的、行動的 自覚症状への影響が あることを示唆 して

いるものと考えられ る。喫煙防止教育は、幼児期や児

童期から必要であるとす る報告2d・25)や「タバ コ広告規

制」に関する報告 拓〕等 もあ り、国民の関心茄極めて

高い問題である。高校生の喫煙習慣 と自覚症状 との関

連項目の多 さは、前述の飲酒習慣 と同様に若者の健康

に影響を与えていると思われ る.

「運動習慣jに ついては、 「よくす る」 と 「時々す

る」を合わせると、大学生(62.7%}は 高校生(72.5%)よ

り運動の実施率が低い。また、運動習慣 と自覚症状 と

の関連では、運動習慣 を 「ほとんどもたない」者で 自

覚症状が 「いっもある1に 高率を示 した項 目は、高校

生(37項 目)は 大学生(17項 目)に 比べて関連率は

高 く、 自覚症状 を訴える者が多い.身 体的な不活動に

よって誘発された身体的、精神 的障害の全体を特徴づ

け るた めに定義 され た 「運動 不足病Hyp。kinetic

Disease」m)と は、 これが唯一 の原 因として起 こるの

ではなく、発症の誘因或いは基礎的条件をな している

と理解 され、それ らの病気は、(1>腰 痛症、緊張症

候群、 ② 循環器 系の調節障害、高血圧症 ㈲ 冠動

脈硬化症、 ④ 肥満、糖尿病、 ⑤ 自律神経緊張症、

消化管の潰瘍、 ⑥ 情緒の不安定、 ⑦ 器官機能の

衰退による早期 の老化等 鋤に影響を与えている。ま

た、身体活動量の多い群で癌全体 のリスクの軽減が認

め られ、身体活動量が多いほど癌全体の リスクが減る

機序 としては、 ① 循環 ・呼吸機能の改善、 ② 食

物の胃腸停滞時間の短縮 とそれに伴 う発癌物質 と胃腸

粘膜 との接触時間の短縮(主 として結腸癌)、 ㈲ エ

ネル ギーバランスの改善によるホルモン分泌等の変化、

㈹ 免疫能の改善、 ⑤ ㎜且修復能の改善等が指摘

されている吻。

若者にとって運動の欲求は、個人の興味、関心、楽

しさ、友人関係等の要因によ り満たされ るものであり、

単に 「健康に良い ・疾病予防」とい う理由」寺動 機だけ

で行 うものではない。 しかし、運動の実施の際には、

種 目、頻度、強度、形態、心身の健康状態、効果、満

足度、継続の程度、危険度、指導者等の諸条件が整備

され、そして、これ らの条件が満たされなけれ ば、む

しろ健康にとって 「害」 とな り得ることも知る必要が

ある。

「健康に関する自覚症状∫については、高校生 と大

学生を比較すると高校生が自覚症状 を有する者が多く、

大学生よりすべての項目(66項 目)に高率を示した。

このことは、高校生が大学生に比べ、日々の生活にお

いて学業や部活動の過密なスケジュールによる多忙な

生活や将来の進路などについての不安感等、身体的、

精神的ス トレスが多いことが考えられる、一方、大学

生は高校までの偏差値教育や過密な生活時間からの開

放感や親元から離れ、自由な生活を送れる状況にあり、

高校生よりもス トレスの少ない生活環境が自覚症状を

有しない一要因と推察される。

高校生及び大学生のライフスタイルをいかに健康的

なものにするかは、単に高校生や大学生の 個 人的次

元」の問題としてだけではなく、小学生、中学生の健

康 ・体力問題を含め21世 紀に生きる国民の健康生活

のあり方や国民医療に貢献する健康的な生活環境を構

築するために生涯の全ての段階において、議論してい

く必要ポあろう。

生活習慣病の発生要因は、遺伝的要因、外部環境要

因に加えて、生活習慣要因溺あり、個人の食事、睡眠、

運動、喫煙、飲酒等に根ざしたものである。これらが

生活習慣病の発生 ・進行に関与する生活習慣の改善に

よづて予防できるものと指摘されている。これらには、

若年者からの改善 ・留意が求められ 鋤 、特に、高校
生や大学生の 「体力づくり、健康づくり、生活習慣病

の予防、医療費の肖轍 」等の観点、から、 「健康 ・体育 ・

スポーツ」に関する教育とその充実を重視 していかな

ければならない国民的課題である。

要 約

本研究の 目的は、北海道に居住する高校生と大学生

のライフXタ イル9項 目と健康に関す る自覚症状66

項 目を比較 し、高校生と大学生の特性を明 らかにす る

ことであった。結果を要約すると以下の通 りである。

現在の健康状態では、高校生は大学生に比ぺて 「健

康である」 とする者が高い割合 を示 し、将来に対す る

健康観 では、高校生が大学生 よりも 「少 しでも良くし

たい」に高率を占め、大学生の健康状態や健康意識 は

低かっ蔦 しか し、健康に関する自覚症状 では、身体

的、精神的、行動的 自覚症状 とも高校生の方が 「いつ

もある」に高率を占め、大学生との差異が認められた。

このことは、高校生が大学生 に比べ、目常生活におい

て、学業や部活動の過密スケジュールによる多忙な生

活や将来の進路にっいての不安感等ぷ身体的、精神 的

なス トレス となっているものと考えられ る。具体的な

ライフスタイル と自覚症状について要約すると以下の

とお りである。

{ユ)平 均睡眠 時間にっいては、唾眠時間の少ない

「7時間未満」では高校生の5了.6%に 対 して大学生は

55-8%と 低率を示 し、好 ま しい睡眠時間 とされる 「7

時間以上9時 間未満」は大学生(41.701。)が 高校 生

(認.跳)よ り有意に高率であった。
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(2>朝 食 の 摂取 では、 「毎 日とるJは 高校 生

(73.9%)に 多 く、 「時舜とる」及び 「とらない」は

大学生(22.了%、21.7%)に 高率であったeま た、間

食の摂取では 「ほぼ毎日する」は高校生(30.601。)が

大学生(13.2%)の2倍 強を占めs他 方、 「ほとん どし

ない」は大学生の20.5%に 対 して高校生が13.2%で 間

食を とらない者は大学生に多い.さ らに、食物の好き

嫌いでは、偏食が多い 「4品目以上」が高校生(26.5%)

に高率を示 し、f3品 目以下」は大学生(5L哩%)に

高率であつた。

{帥 飲酒習慣について、 「飲んだことがない」は

高校生(38.8%)に 、f時k飲 む」及び 「ほぼ毎 日飲

む」は大学生(70.1%、5.哩%)に 高率であっt"

(4)喫 煙習慣 については 「吸 ったことがないJは

高校生76.7%に 対 し大学生は58.眺 であり、喫煙が 日

常化 している 「毎 日吸 う」は高校生の1LCP!)Sにたい し

て大学生は39.6%で あった。

㈲ 体育授業以外の運動習慣では 「よ くす る」が

高校生の39.4%に 対 して大学生9.7%と1割 にも満た

なく、大学生の場合 「時kす る」53.眺を加えても62.7%

で高校生より運動習慣をもつ者が少ない。

⑥ 自覚症状が 「いつもある」とする者は、66項

目全てに高校生が有意に高率であった。 また、ライフ

スタイル9項 目と健康 に関する自覚症状66項 目との

関連をみると、好ま しくないライフスタィルをもつ者

ほど自覚症状を有す る者が多 く、特に高校生は睡眠時

間.朝 食の摂取、喫煙習慣および飲酒習慣に大学生を

上回る関連が認 められた.一 方大学生は、間食の摂取

および将来の健康観 との関係で自覚症状が高校生より

多 くみられた。
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末梢循環の変化からみたアキレス腱断裂後の治療経過

高橋 廣明1、 渡辺英 一2
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はじめに

アキレス腱皮下断裂は 日常よく遭遇する疾患であ リ

スポーツ活働時に多く発症する傷害である。多発運動

種 目については靹田1)ら はバスケッ トボール、体操競

技、剣道、およびバ レー斌一ル、 また吉田 帥は男子

では、野球、 ソフ トボール、スキー、及びバ レーボー

ル であ り、女子ではバ ドミン トン、卓球およびバレー

ボール、スキーであったと報告 している。治療法にっ

いては古来か らの観血的療法、皮皮 ・縫合法などの新

しい観血療法および保存療法が行われている3)。 保存

的治療あるいは観血的治療のいずれに しても固定期間

が長 く、足、関節拘縮や筋委縮が認められることが多

い 。

術後の固定期間については、4-6週 問でギプス包帯

除去、6-8週 間で全荷重 という後療法が一般的である
心
。

後療法における足関節拘縮や筋委縮に対するリハビ

リの効果の判断は圧痛、癒着、下腿周径、筋力.関 節

ROM、爪先立ちや歩行動作などの回復状況から判断し

ているのが現状であり1}Nこ れまで末梢循環動態から

治癒経過を観察した報告は見られない。

そこで今回はアキレス腱断裂患者の術後50日 から

加速度脈波による末梢循環の変化からその治療経過を

裡察することができたので報告する。

方 法

1.対 象

女性33歳 で、ママさんバ レーバレーボール歴5年

である。既往歴は特にない。現病歴は平成12年3月

29日 、バ レーボールの練習 中にレシーブで踏み込ん

だ際に受傷 した.受 傷直後、左アキレス腱部に衝撃を

感 じ、力が入らないと訴えで当院に来院 した。初診は

アキ レス腱部 に階凹 を認 め、緊張の途絶 と圧痛 、

ThOilpsontest陽 性であり、アキレス腱断裂と診断 し

た。診断後キャス トライ トで膝下より中足趾節関節ま

で、足関節 を自然尖足位で固定 した。

2.測 定項 目

1)加 速度脈波の測定

腹臥位で、アキ レス腱断裂部と足底部{中 足趾節関

節)の 患足 ・健足のそれぞれの場所に新たに開発 され

た光拡散式センサー-s}を装着 し、フユーチャー ウエイ

ブ社rVBCOO1に 接続 して測定した。加速度脈波は指尖

容積脈波を2回 連続微分 したもので末梢循環の評価法

として報告されているfi・T)。加速度脈波の波形はa点 、

b点 、c点 、rf点 、および 臼点の変曲点があり、波形

の分折は波形分類 と指数化歩行われている。波形分類

はa～d点 の様相によって、A帽 タイプの7段 階に分

類 され る。A及 びBタ イプの波形は若年や 鍛練者に多
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い末梢循環の良い状態、Cタ イプは末梢循環ぷ少 し悪

くな りつつある状態、D～Gタ イプの波形は老人や疾

患を有する者に多い末梢循環の悪い状態を示 している。

指数化はa点 の高さに対するb～g点 の高さの割合(b/a

比、c/a比 、dfa比)と 総合的指標として加速度脈波

係数(APGindex)7bS下 記の公式によって算出されている。

加速度波係数旨 〔-b+亡+d)/aXユ ⑪O今 回は加

速度波係数を用いた。加速度脈波係数は若年者や鍛練

者ほど高値を示すこと、また継続的な トレーニングに

よって改善すること(よ り高値へ)が 報告されている

6)。 本症例の加速度脈波の測定はキャス トライ ト除去

後(50日 目}以 降から実施 したe

2)手 技的、形態的測定

著者による患者の患部および周辺部の観察(拘 縮、

綴痕、浮腫、足関節の可動域)や 歩行、階段昇降、爪

先立ち、正座の程度の観察を行った(表D。

結 果

表1に50日 以降の治療に伴う動作評価と足関節部
の浮腫状態を、図1に 患側と健側のアキレス腱と足底

部の加速度脈波の変化を示した。

一一表1治 療経過に伴う動作評価と足関節部の浮腫
50日69日91i23日
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〆 評 評 〆
図1患 倒及び健側のアキレス腱と足憲部の加連度脈渡

6日 目=マ イクロ波の照射を開始した。

22日 目=2.5e旧 高のヒールを装着 し、松葉杖での歩行

を開始 した。

詔 日目:シ ャー一レ固定』

43日 目=足 関節のみの固定とし、歩行練習を開始 し

た.

50日 目=Thomps。ntestは 陰性 となった。キャス トラ

イ トを除去 し包帯のみの固定とした。足関節の拘縮(尖

足位拘縮〕と腓腹筋の萎縮力畜あり、腱断裂部の癒痕、

断裂腱幅増大(約2倍 以上)を 認め亀 足関節部に浮

腫あ り(十 十){表1>。 加速度脈波係数はアキレス

腱部の健側が+78点 であったのに対 しx患 側は一59点

と極めて低値であった(図1)e

59日 目;足 関節の可動 域は変化なし。浮腫あり(+)、

松葉杖除去による歩行並びに足関節運動 と足趾運動

{タオルギャザーの訓練)を 開始 した。

69日 目:足 関節可動域はかな り改善された。 しかし

背屈時の拘縮はやや残存 した。歩行時踵離れ、蹴 り出

しに制限があった。坐業による仕事に復帰 した。浮腫

あり(十)。 加速度脈波係数は50日 目より患部の循環

状態が悪化 し一90点 に低下し蔦 これは固定除去後、

キャス トライ トの支え餌なく、さらに松葉杖の除去直

後、恐怖心のために負荷が十分にかけない歩行になっ

たこと、座業に従事するようになった ことなど恭原因

であると考えられる。

91日 目:足 関節の可動城はほぼ回復 したa踵 離れ と

蹴 り出 しが可能にな りっつあるが、下腿三頭筋の筋力

が弱いため負荷に対する評価は低い。足関節部の浮腫

(一)と なった.加 速度脈波係数は左アキレス腱患部

が大幅 に改善を示 し、健部とほぼ伺 レベルまで回復 し

た{図1)。 これ,は通常歩行に近い状態にまで回復 し

てきたためであると考えられる.

1CO日 目:ダ イナディスク(バ ランスの トレー一ニング)

にのせ1分 間を3回 、休憩Ii}O秒 で練習を開始する。

歩行練習 は30tU位 を直線で歩かぜたe

123日 目=日 常生活動作は持続力の弱さを感 じるもの

のほぼ支障なく遂行できる。歩行はほぼ完全に可能と

なり、正座 も普通にできるようになった。同時に軽度

のバ レーボールの練習が可能となる。左アキレス腱患

部の加速度脈波係数は患部の足底部と同水準茄維持 さ

れ彪 一方健側のアキレス腱 と足底部の末梢循環は日

常生活やスポーツ活動の復帰に伴うてさらに改善され

た(図1)。 足関節部の浮腫{一)が 維持された。

考 察
これまで傷害部分の加速度脈渡による対 肖循環の評

価やその治療経過を観察した報告は少ないが、佐々木

らs〕は ドケルバン病患者の1年 間の運動療法に伴って

有意ではなかったものの手指尖部の末梢循環の改善の

傾向を示したことを報告 しているeま た、白石ら9)は

24時 間の肘関節の副子固定が手指尖部末梢循環の悪

化を報告しているとこのように関節固定により筋の収

縮弛緩を制限することによって末梢循環が悪化 し、運
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動療法によって改善を示すことが報告されている。一

般にアキレス腱断裂に対する治癒の経過は長期間の固

定か ら足関節の拘縮や筋委縮 を伴い末梢循環が悪化 し

ていることが多く、その リハ ビリにも長期間を要 して

い る。 したがってその治癒の経過を末梢循環から捉 え

ることは重要であると考えられる。

これまで足関節の拘縮や筋委縮 に対する リハ ビリの

効果は、圧痛、癒着、下腿周径、筋力、関節ROM、 爪

先立ちや歩行動作な どの回復状況か ら判断 しているの

が現状であ りT)、近年においては超音波6)に よ り断裂

部の組織 をエコー性 状と して捉えて修復の状態 を観察

す る方法などが報告されている。今回、加速度脈波計

を用いた末梢循環動態の観察経過か らその治癒経過を

観察 したところ、術後50日 の加速度脈波係数 は健側

の+78点 に比 し患側では一59点 と低値であり、178点

の差を示 していた。その後、93日 目では健側 と患側

がほぼ同一水準まで改善され、足関節の浮腫 も消失 し、

ROMも ほぼ快復 した。その後通常歩行の継続を経て、

123日 目には軽度なバ レーボール活動が可能 となった。

この治癒の経過 をみると機能的、形態的変化 と加速度

脈波の変化がほぼ対応 しているように考えられ、改善

の程度を局部の末梢循環機能か らも適切に捉えられた

のではないかと考えられ る。術後のスポーツ活動参加

の許可時期については必ず しも一定ではない淋、観血

療法では桑波 田ら9,は術後3ヶ 月前後が最も多 く、同

様 に吉 田らLO)は3-4ヶ 月で負傷前に回復 した者が約

scesを占めた と報告 している。今回は123日 目{約4ヶ

月)に 軽度なバ レーボール活動が可能 となったのでほ

ぼ通常の回復期間であったと考え られる。

本研究に対して終始ご指導頂きました千葉大学教授片岡

幸雄先生ならびに東京商船大学助教授佐野裕司先生に感謝

致します。

本報告は第2回 日本スポーツ整復療法学会{会 場;東 京

商船大学)に て発表したことを付記する。
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youcollsiderthede血andsthatareput叩oni童.Blltlil【canymechanicalsystem,ifthevarioussegmentsdo"otline叩

correetlythesyste皿canbreak"ow皿 」 皿且oormalfbo量duringthenenweightb¢a】 血唱exat皿i血a量io血 電血e丘,refbotshoul{】be

pc叩e皿dicUl肛 重o血 ¢ 血ee1(Fig"re4」.w汕a皿o皿allyalignedfoetyouwillhaves"btalarjointpronation(Hcuπi皿9

duringtheca皿tactPhaseof重 血C理 血cycletoallowforshockabso叩tionwiIh1helootTeSupina童ingdu血gmidsta:loeSO

thatthef。 。1。組 血n。1i。皿asar且9idlevert。all・wforn・rm訓pr。pulsi。nwhichisatati皿 ¢w血 。nthe皿a血 皿POweriS

bei皿 呂aPP】ied.
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Fig凹 肥3.Rε4伽'榔 α ∫0瑚d』 ア加9ご 陶{1君爾`qF`'剛E.

TOICP爬sentthisdiagranma電iα 山[y(Figure;・ り 山ex-axisTePTesc皿tssubt且larjoh11mo吐ion・T』 巳YaxisTcpresentsthe

subtaユ 肛jo血lneutralwllij巳abOveIh¢1inerepresen重sasupinatedpositionoft量1¢subtala■joiota皿dbc皿owtheline

rcpresentsapronatedpo呂ilio皿ofthesubtalarjoin1・Thesoli{11i皿erelrresentSlheposilio血ofthesubtalarjoi皿tdu「ingth{}

gai1cycle.Thisgraphdernenstrateshowthesobt且 】arjointmovesthroughapronatedP{nilio皿du「i皿9¢o血 量acIand

res皿pinating且ot血at重h¢ 皿ridt且rsaljointisi=1al㏄kedstab亘eposi童ionduri皿9pro】plllSion・

TherearequiteanumbeTofdeforlities血a宜haΨ ¢a皿efieclonbiomecha皿ica】functionof1he血}olandleg.1will

discusstwocommond号for皿 血icso皿ly.Foiefoo量 Ψa皿皿sispresen重whon止csubtalarjointisplacedinaneutralpOsition

nonweightbeari皿g皿d重 血ea皿gnm¢n重oftheforefootbe皿 肥Ih重hemetatars乱 】hcadsisinan血 Ψer把dpo且itionrelativelo

血erearfoot(Fi且ure5).TocompensatefoTthisdefo皿itydu血ggailthesubtalaljointwillpr皿a量eandgeneiallys童ay

血aprona童edpositionthrou8hoロ 仙estmcephase.Ingraphicalfolm,ifw叩10t重h叩ositionef血ecalcaneusduring血 ¢

gaitlrycleyollwMseerapidpronatio皿duri皿gthe¢Ontaetphasewi血no甜pinalionduringP=opUl8io皿.The皿idtarsal

jointwillrcmai皿h1皿"皿locked皿 冊bilepositio皿 、Dllc童otheco叩1亘ngof皿otiona童thes"bta】arjoi血lthelegwi皿alSo
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Normalalignment

〔Figure4,

Fo祀footVa川s

(Figure5)

ForefootValgUS

〔FigUre6」

remammam已di且11yro貫atedposilion、Afootthat血nctiong.inapronatedpositienhaslhepOtenlialto呂en¢rat已 吼uiI¢ 且

nUI1[Lberot』inju」ri{:Sinanal量1】 転}te_

AFo爬foQtΨalg岨deforrnilyisplesenlwhe皿weexamjne血efboIwiIh重11已subtalarjointinane山alpesitionnon

w已lghtbearinga吻dtheali8nm¢ntoflh¢metatarsalsb帥ealhth£fbrefoo重isinanevert¢dpositionTelativeto出 ¢rear

fbo巳(Figure6).Inapelso皿wi重h且foTefootvalgusdur血gthecontaclperiodeftheg且itthefbolwi]lstayillallinverted

po5ilionthreugho"tth巳gait{rycl巳.TlieIackofsubtalarjoinIp】 肛】natienduringlhecontactph且s巳ofth已gailcyd¢means

童hecalcaneusdo¢snot己 Ψer虻and重h己midtarsaljointremainslock¢d.Duetothecouplingofmotionatthesubtalarjoint

thelegwi皿 血nctioninalaleral】yro量atedpOsition.Thistyp¢offbola]sohasthepote皿1ialtogeneral¢injuries且sitisless

ab1¢toabsorbshock,aswellasbeinglatera】]y"nstabl¢whichca皿predispOsetoankiesprains .

OrIho重icTherapy

T。 。。mp¢nsat¢forthesetype。fstructualdeformitieswee。 ㎜ 。皿ly"sedanorth。ti。deviceplacedinside。fthe

shoe.Therea爬manylyp¢soforthoticdevi{msavailab】 ¢today.Thes¢includep祀 一madeorlhoti(=d¢viceswhi〔=hare

eitherafiXed曲 叩eorsomewhichcanbehea重 ¢d且ndmouldedtotheshapeefthefool.Cu副ommadeert血otiod¢viees

aremad¢eith己rfromaplas重 巳rca副impr¢ 舘ionofthefoolormo爬re㏄ently,¢ompu童 訂 呂¢n¢ral¢dor重heticsllsinga

CADICAMprocess.Custommadeo曲osesIang¢fromsofiEVArubberd¢ Ψi¢¢sthreu島htosemi-ri菖idpO]ypropylene

asw已lla8rigtd]i帥tweightc且1bonfib爬erthotics.OIt」10licswhidlaf¢designedtocornpensatefbrthestr"c量 皿ralfoet

deformi重i¢swMhavew¢dgOsorpostsplacedbeneath血 己o曲o1icd¢ Ψi¢¢,dep¢nd血go皿thedeformityto血elpnermak5e

motienefthefootduringthegaitcyc]e.Afo爬foo童varuspos童i叩lacedmediallywhile且fo祀footvalguspostisplaced

lat¢r{田y.

.1・岬 ・.・輪誌.
2.'・"

i・1.・ 一'."
'"= .'=爵..二 ・

・粋 」」

・t

",L
.7

㌧ 吃・ 」・

L由 ・ 尾由㌔ ・.・㌔

1『igure7.Pronated、stan`eposition{ゴ"{3由9〔Torrec'edpOS`f`0雌withOl「 飾0∫'ご ノbアゆ0'varusdeformiり ノ

Footwoar

FcotWearalsehasasignifica皿taffecto皿biemechanicalfunCtien.Witha皿 血edifferentchoicusavailableitiseften

veryconfusingfor且nathletewhengeingintea呂heestore重ofhdo山wh飢isth¢mostapprepriateshoefbIlhei丁foot

type、F。1組a重]iletewh。r閃 胆i爬ss。meconlr。10f且bmrmaHb。tf崩n{誼ion止 ¢rear¢sh{reWi血m。ti。n。ontrolfeatllr{rs

whichcanhelpreduced・wHb皿 ・rmalpr。n飢i。n・One。fthesefea喧uresisadualdensitymids。1¢(Figure8)whichiSa

sheewhichhasasoftTubberonIh¢lalera]sideoftheh己 ¢1andharderrubb母ronthemedialside.ThisWillcushionlh¢

impactatheelslrikebutalsehelpr¢duceabnormalpTonalion血 血gmids電anceandprop凹1sion.
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Injuries

Therearealalgenum竜 肥rofinjuries血theIowerext祀 皿ityinwhichabnorTnalbio皿echanicalfi皿ctionofthefootand

leghaveasignificanlI。1et。playbutIwil1。nlydiscussfourcommoniyencounteredinjuries.TheyarePatel1。fem。Ta]

maltr且ddng,ShinSplints,AchillestendonitisandP]antarFascii重is.Th巳 ∫己alemanyoth已rfactorst]1atgenerate重h¢ 鴎

typesofinjuriesth畠 重al的 血¢ed重obeeonsideredduring重 祀atm¢n重bu1forthepロrposeof重h語paperIwilldisellssonly量hc

biomechanicalfactors.

Patcllofemora1Maltracking

Thelcneeisacomp周 。血 価"i呂 。fl醐 囮d山ingspOrt.On巳 。fth¢oo㎜ 。nchrenicoveruseinjuriesisanteri。r

kneepainasR祀 甜1t。fpalelI。 ・fern。ralrnaltracking.C。 ㎜ 。nfactorsleadingt。pate皿 。・femoralrnaltrackingarelaxity

ofth¢lateralpa1島llar爬1inacu]um,weaknessoflh¢ Ψa呈tu呈m¢diali呈obliquesandillio繭bialband重igh重nes呈 、Alloflhes¢

facto偲can]eadloth¢pa1号]1arlTackingmoTelaterallyb¢lw¢ ¢n曲efemora】condyl号swhichcaneventu且llyleadtopa血

a"ddiscomfortp肛liculallyWithanyb¢nlkneetypeactivity.If童hefootandlegisnom… 旺1yaligriedthepu皿oft血e

quadric叩 呈 加mit,呈origi皿teit'sin呈enionontothetibiallubetclewillal]ow山 ¢pa1¢11arlotracMcinano珊ala】ignment、

Ifth¢fbot,how¢ Ψer,isin且 釦n¢llonallypron且te{tlHositionduringmidstanceandpTepulSionatalim巳wh已nitshouldt肥

eitherneutr且lorsupilatedthiswMTesulli皿eKcessiveint¢rnaliolationof1h¢1¢gand{rauset血eQadliceps血uselelop瞳11

且lallangl¢in亡reasing量h¢Qangl¢andcausingIhepat¢Ilatelra¢kmor¢latora】ly.Pa喧e皿 〇-femeralmaltrackingasa

r号sul量 。fabn。rmalfo。tpr。nati。n語a呂 。〔Xiexample。fwheny。 紬 。uld囲 。。㎞ 呂b¢y。 皿dthesite。 紬 則 皿yast。

止 叩01¢miI旺 。ause.

ShinSpli皿ts

ShinsplintsiScommondiagn。siSh。weveranatte皿ptsh。UldbernadetOdiagnosetheexactcause。f曲P血.There

arethreepeten童ialcausesofshinpain.Themos量commonbeingperio副itiswhichisdu¢10血 血alllmationatthesiteof

at量aohme血 重ofth巳deepposteriormusclesincludingth¢soleus,tibialiSpo副erior,flexordigito血1nlo血gus且ndflexor

h且 皿ucislongus.Olh巳rcausesofshinpaincanbe副ressfracturesorcompartmentsyndrome.'Tlteexactca"seofshin

splintscanbealit繭eb亘ldifficl山 電odiagnoseattimesbecauseenooc且Sio皿s,thepain皿aybeasa爬sUltotacel皿binalio皿

ofo鵬oro宜heTorpossibly,a皿threepathologies.Abnorrnalbiom¢oh且ni¢al血nctionh且sasignif量ca[n重role重oplay血the

developmenlofpeliostiliS.Thed¢ 叩Po呈terior皿 皿sclegrollpliemedialtol血esubta1肛jeinlaxisseasthesemuscles

contTac童,血eywillsupinatethefoot.Co皿 Ψerselyasthefcotpronatesitwillp皿tmo祀stTainonthesAemuscles.Duri皿g血 已

gaitcycle,ifthefootprooateseJccessively,thesemusclesundergD且muchmoreprelongedecce皿lriccontla{璋ionw1血oh

w皿leadtoexcessivepulli皿gawayoflh¢muscleorigin丘om重hoperiesteu血su皿}undi皿g1heshin,resu1血gi血
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血flammatio皿and胆inlypica皿yin量hatlowermedialone曲irdofthetibia.ThesemusClesa爬 呂巳nera皿yput職 皿idermudh

merestrai皿 血ringthe¢ontactperiOdoftbegaiIcycleastheyattemptt。reducedcvw皿 重herateofaboormatpronatio皿

dl皿L血Lg重heco血tactperied.Or血eticdevice5¢a皿beu5¢dloreducepro血ationdulLinglheco血tactP¢riodくra血gr¢a曜lyreduce

血isstrain、

Adhi]lesTendonitis

Adhillcst¢ 皿{li㎡tis蛤arotherpmb】errtco皿motlyencolln童c爬d血spOrtsmedicine.Ifwelookat血eco皿age皿fibres

wilh血 童heAch皿lestend伽1,血 巳yar¢a∬ 肛唱ed血aspiralfashion.Msgivesthotendonadditienalstre叫n.h皿uc血Methe

twiStoflhefibresinarope.A1血e¢lstril肥 量hecalcaneusis血lvertedwhichw皿1¢a"bsomelatCralbow血 菖of山c

AchiLlestendon、 エf1hefoo量isexeessivelypronateddui血9皿tidstanceandpT叩ulsi{皿,calca[zealeversionwil]readt。

medialbOWi皿goftheAchi皿este皿"o且.haddi童i㎝ 皿ediallegrotationwMca咀se血rlhertWistingofthefibreswtthin山 ¢

Achi[les忙 皿donw血ic血ca皿havetheeffectofTingingout血 ¢1¢皿"onmudlliketwis血gaw¢ttowd.TliiSf血gi皿 呂out

effectcurtreducethevasoulars"pplyt。 血e血ddleefthet曲n繭 。singitt。deger)erativeandinflamrnatory

。ha皿ges.Chr。 血icA£ ㎜ ¢呂tendh曲 ㎝bea鴨rydif寵 じult己ondi"。 川omanage血ow¢ Ψ凱o血 。"。 血erapy血pa"。 曲

5howi皿gabnOTmalbiom¢clianScscanb¢ Ψeryeffectivein廿eatingand血 ¢】pin酵P祀 Ψ¢nt血iSco皿dj童io血 丘O血occurT血19.

Mantarfasciitis

Pjantarfasciitisiso鵬of1h¢mo5tcommenconditiOns山alw¢seeandca皿 且㎜ 皿tfOIup喧015%o正a皿aduIl皿ew

pa重ien幅 血atwes田ino咀rd血ic.1重fOrtuna重ely,iSoneof童heconditionsthatrespendverywelltobiomechanjcalyba…ved

treatme皿1・Theplantarfasciaoriginatesonlh已Plan重 町aspextof山 ¢heelandhasso皿efibTeswhichwmparoI皿d止o

posterioraSPECtof血chce】 且ndarecon血 皿皿ouswi1血theAshi皿este皿donand血scrtsdistallyVi且fiΨ ¢slip5intoeachone

of重h¢toes.Th已Pla皿nrf血sci且ha呂a皿 ㎞po血n1biol皿ectnanicalfunCtiendu¢ 電oth¢soceL皿ed・ 幅 血dlass血echa【ris皿.

Duringt11已prOpUISivephaSeOf曲e呂ai電 σy・dCa8th¢hee11血;UpOfffrO血th¢grou血dlhehalluxa且dleSSertoeSame

dorsM¢xed.Du¢toth¢a髄ad皿 ¢皿10ft血cplarLtarfasCiai皿 重o廿1¢toesastheyaredorj血exedtheplamtarfasciabecomes

tightw血i¢hassistsj皿resupinaling曲 ¢fbo電andraisingthe血edialarch.Tighten血gofthepli皿1artasciawil]alsecause

compressionofthemid重a1saljoint釦1lherad"血gtoif3stabilityduringpropulSio皿.Th已plantarfasciaislikeabow

strft唱.Ifthebews1血ighelpsmainta血 血ecurve血abOwbutasthebewisfiatteneditwillpulalotoftensie皿onIhe

st血9,Ifthefootisexcessivelypronatedduringmids量ancethe皿cdiallongitudinalarchw皿1肥comelowerandereate

excessivete皿sienalon呂thePla且tarfascia.Th¢P1肛 瞳arfa5daca皿beco皿1号in釦amedce」usi皿9apai血 血thcardhof童hefbet,

。Im。recorm1。nly,itwillbecomeinElamedatit'ssite。fatta。 ㎞ 已皿to皿t。thecalcaneuscausingheelpain.Excessive

1¢皿sio血olltheP]a皿 童arfasciaoveraprole皿9¢dPeriOdof1imecanr¢sUIlinspurformatie皿a量itSa鑓ad皿 皿en童onto童 血邑

calca皿eus.Nota皿patientSWithheelpai皿wM血 且veah¢ ¢1spurshowttonx-rayand¢o血 Ψer舘ly,…to血epatien童whidlhave

hee]sp肛sonxイaydono1havea皿ypainsoitiS血ereforenotthespurw血ich地causing止cpa血bu岨g¢ncrallydue的

inflammatio皿o紬eplantarfasciaatit'sattachment.HeAveverspursaregeneTallyindicativeofdhro皿iclongte皿

¢x㏄ 面 Ψ¢童¢n5ion。 皿出eplailtarfascja,

ErncacyofOr山o重ic'1her刊py

Ort血eseshavebeenusedfoTa皿umberofyearsnow且ndhavebeenthesubjec量of皿anyreseardlstUdies童olookat

theireffec重 ・Lando㎡andK¢ ¢na皿(1998)u皿dertcokanextonsiveli電crat皿f¢reviewofall重h己r{'isearChstUdieslooki皿9a吐

theefftcacyoffco重or重heses.Tlteyfoundthatlherewasasigrzifica皿lamomlofp"blishedreseerchwhic血genera皿y

supper電ed虚 血euseofertheses血owevertherewereso皿esludieswhichwereeilherince皿c工usiveerre血tedI11¢iruse.

D1皿 血gtheliteratUrereviewtheyfoundsignifican1differencesintheresear由inbo宜h血 島definitio血ofwhatconsti血 墨ted

afUnclionalor量hoticd芒vice,th¢various皿ethedologiesusedtelookattheeffectivenessoforthoses,theo皿tcerne

!-0"虻o血 εm螂 ロ㎎ R麗 皿lt
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measuresused]ookingatthe¢ffectiΨ 。nessofomhesesaswe皿a曲eq岨]ityoftheresearCh.Th伽 山 。rss。rtedthTOugh

al】of血ese爬se肛dh且1u{肚e呂 」皿d理o叩ed童hemaccordingtot』 彦outcom¢m¢a甜r¢5usedfbrlooklngattheefficacyof

foo童o曲oses(Figure9)・

PatientsatisfactionsllrveyshaΨe5血ownti】a童1血ereis9巴 皿¢rallyahigherleΨelofsa血 並lc血onamo皿9呈1patientSusi皿9

。血h。ses、0曲 。sesals。we爬s血ow皿1。haveasignific且nl巳fr㏄ 敦。血 血¢ ゴ¢d皿Ction。fpain加 重呂皿llchlessc・reffectinlhe

reciu(Xionofd¢fo]皿i重y甜chasha皿uxva]gusandharn皿 肛t㏄5.Afe1臼Iiv¢lyn¢wareaofresear由hasbeenin血 已

objectivemeasurem¢ 皿tofpla皿tarpreSSIIre1岨ingvariousoomplllerisedgaiti血alysis$yste[ns,Foo量orthosesarefoundto

haΨ ¢a呂ig面fi¢a血effe{=喧 血 止hcr¢dudionandalteralio皿 加pla血 且■1}ressures・2and3d㎞6皿sienallfine皿aticmotio皿

analysissystemshavesh。wnthaterth。seshaveasignficanteffe。tintherate皿da皿 ・unt・fsubtalarj。intpr。 皿a価。Abut

it'seffectonthekinemati〔sato童herjointSi呂f旦r】ess.ResealchstudiesthathaainΨestigatedth¢effe¢10fo血o呂e呈on

m皿scleactivity血ad曲owna呈tetistically8ign血{別11爬duoti㎝ 加 皿uscleactivity血owcΨ ¢1thjsi5anareaofor山otio

reseaTchwhic血hasnot血adagreatdealefa11¢ 且tiona皿d50th¢reareonly且smallnumberofresear由sIudi¢saΨa皿abi弓,

Th¢ 爬haveb㏄nafewpaperslooki血gattheeffectiveoxygc血consu皿ptiontomeasureiforthosescanirnpreve

mech肛ficaleffici¢n町.Ombosesw¢rc曲ownto血aΨ ¢apOsitiveeffectbu虻wa5effsetby血 ¢a"ditiona】weigh重oflh¢

or藍holi¢so1血 ¢oΨ ¢ra皿be皿 ¢fiIwas皿 血1㎞a1.

CurTentlylh巳r¢isagreeme皿Iaro凹nd童h¢worldbycliniciansandresealchersthalembesesI鵬ben信fich1血lhe
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スポーツ ・医療科学のための確率統計学講座

第2回 デロ多鵬 ⑳鋤 囎 率と翁布

工 学 博 士 堀 井 仙 松(Email:senhorii@nifty.ne.jp)

われわれの扱 うデータは測定値の集合であり、測定値は現象の琵生メカニズムや測定誤差に依存 してその値オ淀 ま り

ます。生起する現象には発生メカニズムが明らかになっていて、定量的に解析で匙る場合 とそうでない場合があります。

通常、前者 を確定論 的(determiniStic)と いい、後者は確準論的あるいは統計的(Stechastic)で あると昌いま乳 われわ

れが測定するのiよ、その現象を代表す る"量"(物 理量や化学量など)を 数値 として測定することであb、 その測定結

果から、発生メカニズムを検証 したり.不 明確な発生メカニズムを特定 し上うとするためです。いずれにしても測定を

行 うかぎり何 らかの測定誤差が存在すると考えねばなりません。誤差が無視できない場合や現象の発生メカニズムその

ものに不確実性が存在する揚合は確率論的な解析や実証が必要となります。また、測定誤差には、測定の方法や漏定器
の特性によって生じる系統的誤差(syStematicelTor}と 偶発的あるいは自然発生的に生 じる無作為誤差{㎜ 面merTor)

があります。前者は補正あるいは修正押できるので通常は誤差 と言えば後者のことを指しています。

今回は測定誤差の取り扱いに必要な基礎知識としての確率や確率分布について説明します。

1.事 象 と確 率

確率 とい う言葉は 日常よく使われてお り、感覚的にも

理解しやすいと思いますが、ここでは、あらためて次の

よ うに定義を しておきます。ある事象(現 象)の 生起

す る確率とは、その事象の起こりやすさを0か ら1の 間

の数値で表 し、p(O≦p≦1)(p耳o励 曲y)と書き、絶酎 に

起こらない確率をp=0、 必ず起こる確率をp=1と し

ます.

たとえば、1っ サイコロを振ったとき、すべての日(1

～6の 副 が全く同 じ起こりやす さで現れると仮定すれ

ば、任意の1つ の目の出る事象をAと すると事象Aの

起こる確宰はp(A}=M5で あることが、直感的にもよく

わか ります(理 論的な証明は後で行います)。 しかLな

がら、"偶 数か3の 目のどちらかが出る確率"な どのよ

うに少 し複雑な事象の確率を考えると音には、その事象

や確率の性質を正 しく知っておくが必要があります。
一般に、複数の事象が起こるときは、各事象の起 こり

方により確率を考える必要があ ります。いま、二っの事

象AとBが あり、AとBの どちらかが起きる事象を

AUB(AorBと 読む)、AとBと が同時に起きる事象

をA∩B(AandBと 読む)と 書くとき、それぞれの事

象の起きる確率を考えてみましょう。

事象A∩Bに おいて、 事象Aが 事象Bの 発生に全く

影響を与えない時、その確率を次式のように定義 します。

P(濯 ∩B)-P(A)'P(B)(2・1)

となります。

今度は、 トランプ52枚 の中か ら1回 目と2回 目に続

けてハー ト{4枚)を 取 り出す事象を考えてみましょう。

それぞれの事象をAお よびBと すると、1回 目でハー

トを取 り出す確率はp(Ar畷52で すが、事象Bで は、

全体でカー ドが1枚 減った上に、ハー トも1枚 減って(事

象Aの 影響を受けている)3枚 しか残 っていないので、

2回 目にハー トを取 り出す事象は1回 目にハー トを取 り

出す事象と条件が異なっています。そこで、 ■れを1回

目でハー トを取 り出 した と言 う条件のもとで2回 目にハ
ー トを取 り出す条件付事象 と考え、BIAで 表 し、求め

る確率を次のように定義します。

P(A∩B)・ ・P(A)'P(BIA)(2-3)

この式を条件付確率を求める式に書きかえると、次式の

ように表されます。

P(AnB)P(
・Bl・の 昌

μ 」)
(2-4)

このP(BIA)を 事象Aが 起きたと言う条件のもとでBの

生起する条件付確率 と呼ぴ、BIAはB㎝d㎞ 翻Aと 読

みます。 したhSoて 、 トランプ52枚 の中から1回 目と

2回 目に続けてハー トを取 り出す確率は、式(2-3>よ り、

43111

P冨 豆'訂 冨1ゴ〒7属万 {2-5)

このよ うな事象を独立事象 と呼びます。たとえば、上

述のサイコロを2回 振って1回 目は偶数で2回 目は3の

目が出る確率は各事象が上の条件を満足 しているので

Iil
P■アτ「互(2-2)

として求められます。

次に、事象Aが 起きたとき事象BhS絶 対に起こる事

がない場合は、事象Aと 事象Bと は互いに背反事象で

あると言います。このとき、事象AとB,の どちらかが

起きる
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確率p(AUB)は

P{AUB)sp(A}+P{B) (2・6)

と書けます。たとえば、サイコロを振oた 例おいて、3

か偶数のどちらかだ出る確率は、単織 こ

112

P'i+三 写 (2-7)

と計算できます。

ところで、事象AとB恭 同時に起こる可能性がある

場合には、式(26)は 成立 しません。このことは、事象

AとBと が同時に起こっている場合も事象Aあ るいは

Bが 起こっている場合に含まれているためで、'tAだ け"

か`Bだ け"か のどちらかが実現 している事象 とは異な

ることによるものです。 したが・って、このような揚合の

確率は事象AとBが 同時に起こる確率P(A∩B)を 差 し

引いて次のように求める必要があります。

P(・AUB)=P(A)+」P(B)-P{・A∩ 」の(2-8)

たとえば、上述のサイコロを振って奇数(事 象A)か

あるいは3{事 象B)が 出る確率を調ぺて見ま しょう。

ヨは奇数なので奇数の中に含まれ,ていることを考慮して、

単に奇数の起きる確率を求めると簡単にp(AUB}=12で

あることがわか ります。この揚合は問題が単純なのでこ

のような考え方でも間違 うことはほとんどあ りませんが、

次のように式{2-8)を 用いて算出すれば事象が複雑に絡

み合っている問題においても、確実に求めることができ

ます』

P(AUB)=、P(A)+P(B)-P{AnB}

11111
ーデ 言一丁 冨■i(2 ・9)

ただ し、ここではp(A∩B〕 を、式(2・3)を 用 いて

p(A)=12とp(BIA)=IB(奇 数であった と言 う条件のも

とでそれが3で ある条件付確率)の 積で求めていること

に注意をしてください。

今度は、少 し複雑な場合を考えて見ましょう.い ま、

ある海岸に魚を釣 りに行ったとします。 その磯(海 岸)

で は、魚がいない確率はp(B1)=113,魚 がい る確率が

幽"a3そ して魚がいたとき(と い う条件のもとで)

釣れる確率がp(AIB,)=113で あoた とします。そこで、

魚を釣 りに行って1匹 も釣れなかったとき、``そ れが実

は魚がいなかづたためぜ と言 う確率はどうなるで しょ

うか?

まず.釣 れない確率をP(A)と すると、魚がいなくて

釣れなかった確率p㊤]∩A)と 魚がいるのに釣れなかっ

た確率p(Eh∩A)の 和となb(式{26)と 同 じ背反事象)

次式で表されます。

P(A)・P{B=∩ ・4)+」P(B・∩A)(2・10)

こ の式 は 、 式仏3)を 用 い て 書 き直 す と次 の よ う に な

ります 。

P(A)=P(B])・P(AlB,}+P(B・)・P(AlB,)

ユ

ーΣ、P(B,)・P(AlBt)@ll)

一方
、釣れなかった(条 件)の は魚がいなかったため

だという確率は、式【24〕を用いて

P(鋼 一ρ{鵠」}・e(綴li&)四

と書けますので、上式に式{Zl1)を 代入すると

P(Bl)・P(A[Bi)P{BilA)=

2(2・13)

》 丑)'P(AIB,)

とな ります。魚 溺いない という条件での釣れない確率

p(川耳)が1で あることを考慮して、数値をいれると、

,P(B・lA)=

1
1

■
3

として求まります。

-

一コ

2

一3
十4

1

一3

i
J

冒
{
J

{2・14)

一般に
、魚がいる、いないのように2つ の場合だけで

なく、n個 の場合が存在するときには、式(Z13}を 拡

張した次式のように書くことが出来ます。

ア倒 オ)一醐'酬 恥 伶、助

》 丑)'P(AIB・)

上式を一般に、]tSyes{ベ イ.icr)の定理 と呼びます。

このよ うな関係は、"釣 れなかったが一〉魚はいだ と

か、"釣 れなかったのは一}魚がいなかったか ら"な ど

のように事後確率を求めるときに使います。

2.確 率 変 数

前節では、事象とその事象解生起する確率について説

明しましたが、測定データでは発生する事象がある数値

あるいは数値の集合で表されています。一般に、事象は

前述のように文字で直接表すだけでなく、数値で表すこ

とにより取 り扱いをより便利にすることができます。

たとえば、コインを一回投げたとき、表の出る事象を

1と し、裏の出る事象をOと 設定し、それぞれの起きる

確率を、

1
PtX'i}・i'

l
PtX'o}=7 (2・1の

などと表 します。上式で用いた文字XはOと い う値を

こともあり1と いう値をとることもある変数で、コイン

一190一
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を投げると言 う試行においてOと なるか1と なるかは確

率によって変動する(確 率的 と呼ぶ ことがあります)値

と言えます。そこでこのXを 確$an(tandomvarial,le)

と呼ぴますし

「般には、確率的に変動 して実数値 をとるような変数

を確率変数 と呼んでいます。 確率変数は1つ の値だけ

とは限 らず、a≦X≦bの ように数値の範囲をとることも

あり、この ときの確率をp(a≦X≦b}と 表します。Xの

とる値が実数値の集合"{XiPt2,… 鞠 ヨに含まれ る場

合iよ その確率をli)(x∈Qと 書きます。

ぴます。
o.4s

o.4

ロくゆ

1』

o-Is

o.l

o.05

図2-2確 率密度関数

【注意】

確率変数XはXl,x2,…x.の ようにとびとびの値だ

けをとりうる場合 とすべての実数をとりうる場合があり,

後者を連続的確率変致、前者を離散的確率変数 と呼ぴ

ま成 いま、確率変数が離散的確率変数でありxliX2,…

翫 とい うn個 の値 をとりうるもの とし、それぞれのXi

の値 が発生する確率をP醒r瞭 ¶ σ司3…n)と 表 し,

横軸に 靖、縦軸pを とって図示すると、たとえば図2-1

のようなグラフ鋼 尋られまり㌔

O.4S

O-4

0.3s

o.3

叫2」

{}.=

oIs

al

o.05

0

71r1暫 〒 唱 【,,

.

「' 一

㌦
'■ ■ 」

一

' 圏

' 一

' -

口 ' 一

' 、一,
玉 一

' ち
' =一 ∫ 、pi一

■ 」 ㌔_
'

.

=
㌔pi+1一

夢4
I

i

1-

、
響■.

一一

」 ■ 巳

1 5割 趾+1 9

図2-1離 散的確率密度分布

このように、複雑な呼び方をするのは、占来次のよう

に ご{分布関罫 を定義 していたため硫

すなわち.離 散的確率変数の場合は、

　　

Fω 一Σ ρ{箔) {2-1b

を離散確寧分布と呼び、連続的確率変数の場合は

り
Fω 一∫ノ(エ)ぬ d(2-18)

を、連篇確率分布と呼んでいま洗

また、離散的確率変数がある範囲内研直をとるとき、

ラ"
畑
Σ

7
レ研抑X`箔くρ {2-19)

のように求められ ます。連続的確率変数の場合は、a≦

X≦bに 対 して 、

P(as-`ゐ)イP(肋 {2-20)

と求め られます。 この確率は図2-3の ハ ッチングした

面積に相当 しますb

この図は各変数Xiを 発生する確率hSど のように分布

しているかを示 しているので、離散的確率密度分布 と

呼ぴます。点線で示 しいているのは、離散的確率密度分

布の包絡線(enveiCpe)で あり、 連続的確率密度関数

を表 しています。 離散的確率密度 関数は、この包絡線

{連続関数)を サンプ リング{sampimg)し た ものと考

えることも出来ます。

確率変数が上述の連続的確率変数である揚 合には、任

意の実数xの 値をとる確率をp(Xrx)1,(x)と 書き、横

軸に 盟、縦軸にp(x)を 示 した図がちょうどpa2-1に 示 し

た包絡線に相 当し、図2-2の ようにな りま洗 これは、

連続 的確率密度関数を表 してお り、連続確率密 度分布

あるいは単に確率密度関数 ときには確率密度分布 と呼

OAS

o.4

オの

1

署
o'。:

図2一ヨP(a≦X≦b)

さらに、すべての事象が起 こる確率は1で あるこ と

か ら、離散的確率変数の場合に対 して、
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け
F(x,)一 ΣP{x・)-1・05Pω`1

一 蔚

連続的確率変数の場合には

{2-21)

お
F(x)-f

..P{x)・Et」1,0sp(x,)s1(2・22)

が成 立 す る こ とは 当然 で も あ り、 きわ め て重 要 な性 質 で

す。 こ の基 本 的な 性 質 を用 い るだ け で 、理 論 的 に確 率 を

導 くこ と力咄 来 ます。

た と えば 、前 述 の サイ コ ロ を例 に とる と、す べ て の 目

の 出 る確 率 が等 しい とす れ ば 麗F1,x2■2,…XG-6と

して 、P価}=P{x2)=…=P{x6}=Pと 書 け るか ら、 式(2-

21)StJ、

ロ る

ΣP(鴻)一.1£P-6p-i(2'23)

となり、これより任意の1つ の目の出る確率pは

1

ρ 冨石

であ ろ こ ヒが わ小 番お`ナです 。

(2-24)

3.平 均 値(期 待 値)と 分 散

平均笹といえば、直感的にも理解しやすいので、知 ら

ない人はほとんど無いといえます.こ の平均値はデータ

の性質を表す代表的なパラメータの1つ でもあります。

これは確率や確率密度分布 とどういう関係にあるのでし

ょうか?再 びサイコロを振った傍で考えてみましょう.

簡単のため、サイコロを1回 振ったとき、1の 目がで

ると1万 円、2の 目が出ると2万 円 …6の 目が出る

と6万 円もらえるものとします。

そこで、ある人が10回 サイコロを振ったら次のよう

な目茄出たとします、

1,3,5,6,4,2,3,1,6,3

この人は毎回平均 どの くらいお金がもらえると考えた

らよいでしょうか?通 常は平均値 霊 は単に

κ 雷

lo

一1+3+・5+6+4・+2+3+1、 ←6+3

=3A・(2-25)

と計算 し、平均3万4000円 くらいもらえるだろうと

判断するで しょう。ここで上の式を次のように少 し書き

かえてみます。

一22311 ユ

x-1'拓+2幽 面+31万+4幽 万+5'1万+6'1㌍ 一20

1注意】

積分の計算武が出て吉ましたが.忘 れた方や鮮 昔手の方は、たと

元ぱ.高 椥時代のテキス トや 一 事典"(旺 文杜)な ど

を参窯して ください.こ こでLは、いいかげんですが簡距な説明にと

どめておき吉す,

F嬉.Ap・1に おい て 叡 ≒Oの とき

P≒P(x≦X≦x+dx)≒P〔x)dx

と考えられるので、これ巻

Σpi 〉 ∫P(x)dx

と書きます。極限値(㎞ ◎ を求める操作などについての詳しい説

明は参考害を劃田してください.

o.45

04

0.}」5

0.3

0ユs

o2

0.15

0.l

o.es

o

■ ■ ■.r■ ■ ■

一 一

7T、

:

:『7

-～
,

=詔
。

7
'

＼
、

＼
、

一

=

=

=

副取 ≡
i

■ . 隅 瓦+d匿 噌印

晦Ap・1

すると上式で、たとえば3の 目に注目すれば、3110は
``3の 目は10回 に3回 出た"こ とを表しており

、3の

目の出る確率を示していると考えられます.こ れはこの

講座の第1回 で述べた相対頻度に相 当するもので、経

験的確率 と呼び、数百回あるいは数千回サイ コロを振

るとほぼ本当の確皐に近づくと考えられています。この

性質は大数の法則 と呼ばれています。 これに対 し、式

(2・24)で求めた確率のように、理論上定められている確

率を先験的確率あるいは単に確串 と呼ぴ区別 していま

す。また、一般に 麓 は平均 してこれだけのお金がもら

えることが期待できる値を示 しているので期待値と呼

び 麗=E〔X)と も書きます。

そこで、いま、Xi=1,xat=2…xr6と し、Pi=2110,p2・=2tlO,

翫冨3/10…1溜10と 書くと、詫 は次式のように表す

ことが出来ます。

6
;?=E(X)=:x・'P〈2'2D

一般 に
、n個 の デー タXi(i=1,2…n)を 発生 す る

確 率 が 砧(i=1,2…n)で あ る とき、 こ のデ ー タの平

均 値 ㈱ は次 の よ うに表せ ます。

Eα)一 》'P・ (2・28)

これは、丁度図2-1の ような確率密度分布をもつヂー
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タの平均 値を示 しています。また、式〔2-IS)に対 して式

(2・26)のよ うに

アー蓋》(凋

として算出する平均値を算術平均と呼ぷことがあります』

同じような考えかたで、図2-r2に 示すような連続的

確率密度関数p(x}那 与えられている場合の期待値は、

の
E(x)-f..xp(x)dU (2-29)

と表 されます』

さて、サイコロを振る実験{一 般化 して"試 行価 の"

と呼ぶ ことが多い)で 、平均値が得 られま したが、実際

の各試行 においては、 どのくらい平均胆から``ずれ"て

いたのかを調べて見ま しょう。

サイ コロを振った結果のよ うな揚合、この`脚"の

大きさはあまり問題 とならないのですが、たとえば、入

院 している患者の体温を測定 した場合、体温を一 日に1

0回 測定 したとして、その平均値が36℃ であったとし

ても、"殆 ど毎回36℃ 前後の体温であった場合"と``朝

は35℃ くらいで夜は38℃ になることがあるよ うな場

合"と では、この"ず れ"の 大きさの違いが病状の判断

に大きな影響を与えて問題になります』

ここではとりあえず、サイコロの試行実験の場合で考

えてみま しょう。 まず、前述の結果をデータとして利用

し、各試行で出た 目から平均値3.4を 差 し引いて``ずれ"

の値a=,q-E(X)(P12… 且0)を 求めます。この結

果を列挙すると次のようにな ります。

el=-2.4,{毎=-0』 」 晦=1、 石づ 軌 二2」5,q盟{L6,

k≡-04,{E-1.4,e』=-2.4,Pt=2.6局o=・OA

この ような"ず れ"の ことを偏差 価 が測定結果の

ような場合は測定誤差な どと呼ぶ)と 呼ぴます。

ところでeiの 平均値は、簡単のためxの 平均値をμ=

E(X)と 書き、。の確率変数は期待値を表すEと 混同し、

わか りにくいので大文字Eを 用いないでそのままeを

採用すれば、

E(・)一謬 自謬+士 岩一μ

=pe一 μ 居0(2-30)

と書け、当然のことながら平均値はいつでも(理 論的に)
"O"と な ります

。すなわち、このような偏差の平均値

を求めてもデー・一タ示どの くらい``バ ラついているが1な

どの平均的な性質は知ることが出来ません。そこで、こ

れを表す指標として、各偏差がプラス、マイナスで相殺

されないように した偏差の2乗 の平均値を、デー タのば

らつきの"度 合い"を 表すのに用 いま成 すなわち、

Eゼ}菖 壽 か 置尭 薯(x・一")2-3・()4(2-31)

あるいは、2i栗瞬Uま すべてプラスになるので、

アμ一"
冊
Σ=㍉@

一(二L4)ユ・含+(o・4},・-iii-+(1がiも

+(2.6)・..≧+(。.6)・ ・⊥+(1!り ・.⊥-3』 叫
101010

としてデータのバラつきの`度 合い"を 表 しますも

これを分散(㎞oc)と 呼び、VσQと 書きますU
一般 に、分散V(X)は 次のように定義 します。

v(-}-E{x-E{x)21 (2-32)

上 弍 は、非走裏 形 して故 の よ うに 用 い る こ ヒ もあ り ‡ナ 、

v(x)-E{!r=-2XE(x)+E(x)21

一 雄2-2Eα)ユ+E(x)ユ}

(2-33)
=E(x)2-E(x)2

具体的には、離散的確率分布の場合、データの数を皿 と

して り の

v(x)一 蓋》 一μアー吉》2-〆(2-34)

れ　

一》 一μ)ユρ'働

のように書けます。

連続的確率分布の場合も、式(2-29)をuと おけば、

次のように表すことが出来ます』

ロ
アα)一 ∫

舳{工一μ)2P(x)dU

に

一∫〆 ρω ぬ一〆

(2-36)

{2-37)

ところで、この分散は2乗 の単位を持つので、単位(次

元)を そろえるために、分散の平方根を求めて、データ

(誤差}の 散 らば り方を表す指標 として用 いることがあ

ります。これを標準偏差(standard醐 皿)と 呼び、次

のよ うに表 します』

σr緬 α一3s〕
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4.Exce1に よる平均値 ・分散 ・標準偏差の算出

一 その1一

さて、少し理論的になり過 ぎまLた ので実例により、

分散や標準偏差の性質を調べてみましょう。

ついでに前述のサイコロの例でわかるように、2乗 の

計算などが必要になり計算がだんだん面倒になってきま

したので、ここではE」ccelを 用いて、これ らの値を求

めてみます。ただし.こ の節ではいろいろな計算練習を

兼ねて、簡単なExcei関 数だけを使用 した場合を示 し

ます。 これ らの値をExcel関 数を用いて直接求める、よ

り効果的な方法は次節で述べますa多 少でもExce1の

使用経験のある人はこの節 をスキップ してもよいと思い

ます。

いま、二人男性Aお よびBの 血圧(高 い方)を10回

測定したら次のような結果がえられたとします。

男 性A=125,116,121,119,126,124,11S}11S,]20,126

男 脅生B」35,105,141,102,156,114,9S,IOS,150,101

ま ず 、Excelを 立 ち上 げ て、 上 の デ ー タを入 力 して み

ます。 図24のA1～AlOとB1～B10が 入 力 した結 果

です.
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以下では、次のような手順で必要な作業を進めてゆき

ます。

①平均値【Eoo)を 計算する

②データから平均1直を差 し引いた偏差のデータ(q-,li・

E(X))を 作成する。

③G(1・12…IO)を グラフで表してみる。

④分散 と標準編差を求める。

① 平均画E(X))の 計算

最初にセルA12を クリックし.そ の状態でカーソル

をツールバーの 環 ご移動 させてクリックします.す る

と前回(ス ポーツ整復療法学研究VeL4,Nolp43)経

験したように図1-2の ようなダイアログが現れますので、

関数の分類で 「統計」、関数名で 「AVERAGE」 を選

択 し、ク リック します(Epcce1で は、 平均 値 を

「AVER.AGE」{算 術平均の意味)と い う関数で計算 し

ます)。 そ うすると、前回同様{ス ポーツ整復療法学

研究Vol4,Nolp44の 図 レ3)数 値範囲を指定するダイ

ア1コグボックスが現れ、数値1の ところにAliAIOを 入

力 して(お そらくA1:A11と なっていると思いますが、

その揚合はこれを修正 します)、IOK】 をクリックす る

とセルの中に、 「=AVERAGE〔Al;AIO)」 が入力され、

同時にセルA12に 平均値を計算 した結果12Eが 得 ら

れています。B12に 対 しても同様にすると平均値が一

瞬にして得られますeこ の結果からわかるように男性A

も男性Bも 同じ平均値であることがわかります。

② 偏差のデータ(CX-E〔X))を 作成

次に、男性Aお よびBに 対する平均値からの偏差の

データを作 ります。まずsセ ルD1に 「ニAl-$A$12」

と入力して、En愉 キーを押すと{カ ーソルをどこか他

のところへ持ってゆき右クリックしてもよい)、D1に

偏差elt4が 算出されていることがわか ります。ここで

D1を クリックして選択 した状態でショー トカPtト ・キ
ーCtr1-K{コ ピー)を 押 します(ス ポーツ整復療法学

研究VoL4,Nolp48参 照)e引 き続き、D2か らD10ま

でをマ ウスで ドラッグし、今度はショー トカット・キー

CrFV{貼 り付け)を 押 します(ス ポーツ整復療法学

研究VoL4,Nolp48参 照)と 、これまた一瞬にして残i

りの偏差のデータ(Q{・ 哨。}解得られます。

ここで、 「AIZ」 の代わりに 「$A$12」と書くのは、

前回謹明 したように、このセルの内容{平 均㈲ だけを

固定してコピーするためです。

③ 偏差のグラフ表示

②で同じ平均値を持o男 性AとBの 血圧の偏差が得

られたので、横軸を回数にとりこの偏差をグラフに描い

てその違いを調べてみましょう.

まずDlか らEleま でをvウ スで ドラッグして選択 し

ます。次にツールバーの色のついた棒グラフのアイコン

をクリックします(メ ニュ・一叫 挿入]一 【図1-[グ ラ刀 で

もよい}と 図2・5の ダイアログn"xyクスが出てきます。

回 '…遡 鯉 一,離 討
図2・・5グラフウイザー ドのダイアログボックス①

ここでは単純に標準の 「縦棒」を選びます{好 みに応

じていろいろなグラフを書いてみてください)。[次 へ]
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をクリックするとつぎのグラフウイザ」 ドのダイアログ

ポックスがでてきますのでデータの範囲を確認 して系列

のタブを選ぶとダイアログポックスは図2-6の ように

なりま』義
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図2・6グ ラフウイザー ドのダイアログポックス②

そこで、図のように、系列1と か2を 男性Aと かBに

書きなをして、次に進みます。今度は図2-7の よ うな

ダイアログポックスに変るので、ここでタイ トルやx軸

およびy軸 の名前を書き込みます。あとは次に進み、最

後にタブ[完 丁]を クリックすれば最終的に図2-8の よ

うに"偏 差のグラフ"恭 得られます』

この図からわかるように、男性Aと 男性Bと では、平

均値力澗 じなのに血圧の変動の仕方が両者で大きく異な

ることがわか ります。

蹴 罫聯 捌 醤

】且聾1闇 」・鱒 静1テ ヲ 尋 刈 .・;・::,一'1

帽■心り,,
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弓

　　

図鱒 偏差のグラフ

國

と同様に、セルFlに 「={Al・SAS12)i(Al・$A$12)」と入

力し、FZ・vFIOに コピーします。G列 にも同様に男性B

の偏差の2乗 のデータを作 ります(図24'参 照)。 次

に、セルF12を クリックし、平櫨 を求めたときと同

様に して、 「=AVERAGE〔FIFle)」 を入力します。これ

はデータの2乗 平均値を求める演算を意味 しています。

セルG12に 対 しても同じようにしますeす ると、男性

Aお よびBの 分散が図2・4の ように、ゼルF12とG12

にそれぞれ15と522.6と して得 られます』

標準偏差は分散の平方根を求めるだけなので、ツール

バーの関数か ら選んでもよいのですが、セルF13とG13

にそれぞれ 「=SQRπF12)」 および 「=SQRT(G12)」 と入

力すれば図24の ように標準偏差罫得 られて完了です。
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一
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M2-7グ ラフ ウイ ザ ー ドの ダ イア ログポ ・7クス(3)

さて、このように偏差の違いを明らかにするために、
一々このように図示するのは面倒ですから、次に、この

ような変動の大きさを表す指標としての分散や標準偏差

を求めてみることにします。

④分散 と標準偏差を求める

まず、男性 且およびBに 対する偏差の2乗 のデータを

それぞれセルF1〔 ≒FlOとG1馴G10に 作成しま曳 具体

的には偏差のデータをセルのD列 とE列 に作ったとき

5.Exce1に よる平均値 ・分散 ・標準偏差の算出

一 その2一

前節では、簡単なdW1関 数を使 う練習を兼ねて、

計算式通 りに分散や標準偏差を求める演算を]Eix::t上

で行ってきま したが、Exce1で は分散も標準偏差も直接

求める関taDS用 意されています。1iXce1で使える関数は

きわめて多く、とくに確率 ・統計に関する計算を行うた

めの関数はほとんど網羅 しているといっても過言ではあ

りません。 この講座の目的からは、そのすべてを解説す

るわけには参 りません解、必要に応 じてできるだけ多く

の関数を使ってみたいと思っています。言 うまでも無 く

関数を使 うためにはその解析(計 算)理 論を知っている

ことが前提になりますので、読者の方々も必要に応じて、

専門の書物を参照 され ることをお勧めします。EXce1の

関数だけを解説 した書物も大抵の書店にあるようです。

さて、㎞iで は、平均値を求める関数がAVERAGE

であったように、分散はVARP{〈 卜VAR㎞ ㏄Propm),標

準偏差はSTDEVP(・E-STandordDEV㎞PrDI,er)と 言 う

関数で直ちに求められます。

具体的には、平均値などの他のいろいろな関数と同様

に、次のように、Exec1の 獣 上で用います。なお、

最低限データだけは入力 しておく必要があります。 ここ

では データ溺前節と同様なセルに入力してあるものと
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します 。 い ま 、 男 性AとBの 分 散 と標 準 偏 差 を それ

ぞ れA13とB13お よびA14とB14に 書 き出 す もの

と します と、 た とえ ばA13に は

A131=VARP〔A1=A10)一"AL3:は 入力するセ'P"

同様 に

A14==8TDEVP(Ah八10)

B13==VARP(BIBIO)

B14==STDEV?(BIBIO}

と入 力 す れ ば 、 図2・9の よ うに 一 瞬 に して そ れ ぞ れ の

分 散 と標 準 偏 差 が得 られ ます。

匝 璽…甘'刷師乱.鷺怨鰍乳剣
1旦些 巳a二壷墜藍⊥L即 覧聾 ・鴇=轟 蛙豊 璽.一」歪雌
1方 イ碗)■ 臨㊤ 崖吊㎜i障 λΦ 刷 ウー細y・ 一殉OCvFウ 軸ρへ岬 冊 図2-10セ ルの書式設定

印 ・ 二1'14〒DEVP(日1馴O,

虚
-
『
唖

【注意】

図2・9分散と標準偏差の算出

lbnoedの閥数では、同じ分散と標準偏差でもVARPとSTINIVPE

庁可なく、VA皿 および訂DEVが あります。P瞳}の つかなし糊

蜘嵐 データの1部 の集合から全怖の集合を推測するような、たとえ

1まL抜き恥り検査などで分散年4輻準傅差をi計算するとき画=用います。

たとえ』ま、SFtl)EV[Pl;bi:一タの致を恥平均値を」」として、

アα)晴 Σ{エf-")2

を計算するのに用いるのに封して、㎜ は.

v(x)-f
-1Σ{・'一")2

を計算するΦに用います.Pの 村かなし潤 数を用いる場合について

1ま、別の槻会仁説明す6予 定です。

さて、図2-9た とえば男性Aの 揚合3.S729S3の よ

うに小数 点以下6痢 も表示されています6小 数点第2位

までを表示するには、当該セル(こ こではAI4)を 選択

してマ ウスを右クリックするとメニュー解表示 されるの

で、そのなかから〔セルの書式設定1を選択 します。そ う

すると図2-10の よ うなダイアログポ・yクスが現れます。

次に上にならんでいるタブの[表示形式H数 埴]を選び、

右上の[小数点以下の桁蜘 の欄 に2を 入力 し【OK】ボタ

ンを押すと、1サンプノV]に示 されているように、小数点

3桁 で自動的に四捨五入されて、3S7と 表示 されま「鉱

ところで、一般に,デ ータの平均値や分散は、データ

湛 持 って い る性 質 を代 表 す る値 で あ り、統 計 量

(statistics)と 呼ぶことがあります。統計学では、

データのすぺての集合 を母集団 と呼ぴ、その中から有

限個取 り出したデータの集合を標本 と言い区別 してい

ます。 この標本に対する平均値や分散など{基 本的には

標本の関数 となるすべて)を 総称 して統計量 と呼んで

お り、標本の統計量から母集団の性質を推定するとい う

立場をとっています。 しか し、われわれが取得するデー

タは、ほとんどの場合無限にあるデータの発生源(母 集

団}か らその一部を測定 して得られたものであることか

ら、標本に相当するため広い意味で、データの平均値や

分散などを統計量と呼ぶこと解あります』

6.お わ りに

今回の内容はいかがでしたでしょうか?Ek,coeLの 使

い方では、文章で説明す ると、丁寧に説明すればするほ

ど長くなり、パ ソコン上での操作茄複雑そ うに見えます

恭、説明通 りに一度体験 してみると、きわめて単純で、

ほとんど浴マウスでカー ソルを動か し、クリックするだ

けで出来上がることがわかっていただけたと思います。

さて、データを扱 う場合、無限個のデータを取ること

は出来ないので、データの性質を確率論的に調べる場合

でも離散的確率を考察す ることにな ります。 しか し、離

散的な確率分布が連続的確率分布をサンプ リングしたも

のと考えることにより、データの本質を把握するために、

解析のし易さから連続的確率分布を用いて解析する場合

が多く、必要不可欠である場合もあります。

次回では、今回十分お話できなかりたいろいろな確率

分布について、すこし丁寧に話を進めてゆく予定です。

参考文献

1)前 回の参考文献

享)・A.Ptape,曲二購 」㎞ Ψ劇 測5勧 由asdePitww
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第4回 日本スポーツ整復療法学会大会印象記

理事 堀 井 仙 松(Emai1=senherii@nifiy一 皿e.jp)

1.は じめ に

大阪での第3回 大会(大 阪電気通信大学)か ら、再び

東京商船大学にもどり、本学会(全 国)大 会は、学会が

発足 して以来早いもので第4回 目を迎えました。例年通

り10月 の第4週 目の土日である、26日 と27日 に開催

され、L配 されていた天気も大きく崩れることはなく、

多数の方が参加 されたことは、なんとも喜ばしい限 りで

した。

開催 にあたっては、東京商船大学の鈴木揚之助学長、

五島正雄副学長をはじめ同大学の多くの方たのご好意に

より、越中島会館を占有 させていただいただけでなく、

いろいろ便宜をはかって下さったことは、学会の一員 と

しても厚 くお礼を申しあげる次第です。さらに、大会の

運営を取 り仕切って八面六・腎のお世話をされた佐野先生

をはじめとする佐野研究室一同の皆さんのご苦労に心か

らお礼を申しあげる次第です。
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第4回 大農が開催された東県商船大字の正門

今大会は、外部参加の方 もあらか じめ予約されている

方が多く、会員あわせて150名 をこえる参加者があり、

早朝のセッションと総会を除けば、広い越中島会館の講

堂が.そ れほど"が らがら細に感 じなかったことが、印

象的でした。

今大会も発表プログラム以外に、前 日の役員会、理事

会をかわきりに、大会実行委員会、評議員会、新 しく発

足した専門分科会の説明会、懇親会(土 曜 日)お よび総

会(日 曜日}な どと盛 りた くさんのスケジュールが組み

込まれてお り、本学会の運営においても、しっか りとし

た議論や検討を行っていることが確認されました。

講演は、特別講演2件 、活動報告3件 、シンポジウム

1件 で、一般講演は40件 でした。講演内容を筆者なり

に分類してみますと、およそ以下のようになりました。

生理機 能関連 一 一 一 一16件

健 康 ・ライ フス タイ ル ー 一 一 一 一8件

整 復治 療 ・超 音波 治療 一 一一 一一7件

イ ンフォ ー ム ドコこ/セン ト ー 一一 哩件

スポー一ツ ・ポダイ ア トリー 一一 一t-1件

ま た 、数 多 くの展 示 即 売 コー ナ ーが,ラ ウ ンジ ・コモ

ンスペ ー スで 開 かれ て お り、非 常 に盛 況 であ った こと も、

大会 の雰 囲気 を盛 り上 げ る大 き な要 因の1つ に な つて い

た と思 われ ま す。

2.第1日 の プ ログ ラ ム か ら

ζ冒般研究発表】

午前の第1セ ッションでは、船上という特殊な環境に

おける運動 ・作業 ・健康管理のための基礎的な研究 とし

て、人のエネルギー消費量に着目し、船酔いなどの要因

を追求する観点からの貴重なデータの紹介恭ありました。

第2セ ッションでは、環境破壊や高齢化が進む我国に

おける若者の意識調査の結果が報告され、環境整備に示

唆を与える研究が進められていることが示されました。

第3セ ッションでは、各種姿勢や運動が加速度脈演に

及ぼす影響の測定手法に対する吟味、測定結果からの末

梢循環との関係や圧痛、肩こりなど種々の症状との関連

などについて研究報告がなされま し彪 いずれの研究も

得られた結果の根拠や検討の余地が残 され、さらに進ん

だ研究の必要性を暗示していたように思われます。

次に午後では、第4セ ッションと第5セ ッションの最

初の発表までが、午前のセ ッションにひきっつく同系統

の研究発表で、下肢の運動やそれに基づ く筋肉の疲労な

どが血圧 ・血流、末梢循環、あるいは加速度脈波に及ぼ

す影響にっいての報告がありまし島

,鱒 荒

議 隔

雁示 ・即 売 コーナ ー
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柔道整復治療の症例やその診断 ・評価に超音波画像を

用いた結果などについては第4、5お よび第6セ ッショ

ンで、各種の研究成果が報告 されまし島 これ らの研究

においても、質問や講演者の結論から、診断法や治療方

法および治療効果の要因や評価法の研究が強く望まれて

いるように感 じられました。

医療やi護 の分野でも近年重要視され研究が進められ

ているインフォーム ドコンセン トの柔道整復治療におけ

る必要性や臨床例 と評価に関する研究は第 正日目の最後

のセッションで3件 の発表がありました。

【特別講演1】

第1日 目の特別講演は明治鍼灸大学教授の岡本武昌氏

による 「柔道整復学の枠組み」と題 した講演で、大学で

勉学 ・研究を行 う以上、必要不可欠である柔道整復学の

学問体系構築に関する試案を中心に、種々の問題点が指

摘 されまし鳥 柔道整復学の学問体系構築は、本学会に

とっても、最も重要な課題の一つであるだけでなく、体

育系関連大学での学科の増設や大学設置が検討されてい

る昨今、医学や生理学 ・バイオメカにクスおよび体育学

などとの関連と、独自分野の確立を明らかにする必要性

から、大きな注 目が寄せられたといえます。このことは、
"からだサイエンス社"

、"日 本鍼灸マッサージ新聞社"

あるいは``(株)べ 一スボールマガジン社"な どから取

材やインタビューがなされたことからも伺われます。

【シンポジウム ・専門分科会説明】

今大会の一般 講演では、スポーツ ・ポダイア トリーに

関する発表は少なかったのですが、スポーツ ・ポダイア

トリー分科会のシンポジウムでは、参加者が非常に多く、

熱気にあふれていたように思われま し起 中でもシンポ

ジス トの一人である横澤氏の講演で、この分野での柔道

整復師の貢献を切に期待されていたことが強く印象に残

りました。質問やディスカ ッションもきわめて活発で、

時間が大幅に超過 したことも、このテーマに関する参加

者の関心の大きさを物語っているように思います。 この

ため、専門分科会の説明は、あとに控えた懇親会の時間

享 ・

・耽
卿

山馨

一

'難

踊醐卿騨

,輩

訊

鴨 騒

ぐ
＼ぐ ・

特別講演1=明 治鍼灸大学 岡本武昌教授

7軸

シンポジウムの討論風景

制限を考慮 して、駆け足で進めざるを得なかった感 じが

しました。

【懇親会】

東京商船大学の越中島会館の講堂は広いので参加者が

実際より少なく感ずるのですが、かなり広いセ ミナー室

で開催された懇親会なのに、逆に狭 く感ずるほど大勢の

参加者でにぎわいま した。懇親会は、まず、本学会会長

金城 孝治氏の挨拶に始まり、東京商船大学学長の挨拶 と

っづき、北海道教育大学の片岡繁雄教授の音頭による乾

杯がすむと、いっきょに会場の雰囲気は盛 り上が りまし

た。 東京商船大学学長の挨拶の中では、現在進行 して

いる文部科学省主導の大学統合化の一貫として、この大

学も東京水産大学と合併し、東京海洋大学(仮 称)と な

るため、東京商船大学(と しての越中島会館)で の学会

大会はこれが最後となる旨の説明がなされましたが、本

学会の設立第1回 学会大会を開催 させていただいた経緯

を知る会員の諸氏は、なんともいえない一抹の寂 しさの

ようなものを感 じ、一瞬シーンとなったように思われま

した。しか し、翌目特別講演を予定 しているAndrevvvan

㎞ 氏の紹介 と氏の挨拶がすむと再び活気を取り戻 し,

その後は、各研究分野で講演時に十分検討できなかった

問題点や学会や業界の将来についての議論が酒の肴にな

づて、時間の経過を忘れるほどの盛況で し島

3.第2日 の プ ログ ラ ム か ら

ト 般研究発表】

国内外を問わず、一般に学会大会では、特別の行事が

無い限 り.朝 一番と最後のセッションとでは参加者が激

減するのは普通のこととして知られてお りますが、本学

会においても、一人前に例外ではなかったようです.

2日 目の第1お よび第2セ ッションでは中学生、高校

生および大学生の若者を対象に、健康生活 とライフスタ

イルに関する調査研究の結果が報告されまし蔦 これら

の研究は、人間の健康生活を支えるライフスタイルが若

い時代に習慣づけられ、それ餌その人の一生のライフス
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懇親会風景

タイルに大きな影響を与えることから、重要な研究の1

つと位置付けられています。 これらの研究成果を青少年

の教育に生かすことにより、生活環境 ・ライフスタイル

の観点から、人生における病気 ・けがな どによる不健康

もたらす要因を最小限とどめることに貢献できるものと

思われます。

午後のセ ッションでは、最初の第3セ ッションで、ス

ポーツ活動(ア ス リー ト、テニス)お よびポダイア トリ
ーに関する研究報告があb 、後に続く2つ のセッション

では、各種運動や治療{ラ ットギプス固定)だ けでなく

喫煙者{少 し異例でしたが)が とりあげられ、主として、

それらの種々の要因が末梢循環、加速度脈波、血圧ある

いは血液中の成分などの生理現象にどのような影響を与

えるかを検討 し、治療等に生かすための研究報告がなさ

れていました。全体的に、内容は事例研究あるいは症例

欝

特 卸1講 演2M「 、Andrevvva1Essen

∫

}

蕊嚢翫
(東京商船汰学 字長挨拶)

研究としての成果が主流であったように思われました。

【特別購演2】

Andrevv田nElssen氏 の講演t「オース トラリアにおける

スポーツ ・ポダイア トリー,Jは 、期待された以上にすば

らしいものでし起 この分野の研究の歴史的背景から、

現状そして研究やその必要性の将来にいたるまで、実際

に種々のスポーツにおける適用例を示 して、説得力のあ

る内容であったことが、門外漢である筆者にさえ、強く

印象に残 りました。この講演でわれわれのために日本語

を交えたスライ ドを作成 されただけでなく、同時通訳や

唐突な質問に即時対応 してくださった大阪国際大学の蛭

間先生には深く感銅する次第です。

【活動報告】

今大会では3件 の報告があ りました。その内2件 は第

4回 マラ ソン大会 にボ ランテ ア として協力 された

JATACの 方々によるもので、単なる経験報告ではなく、

貴重なデータを整理 して得られた結果についての詳細な

報告溺なされ、貢献度と共に高く評価 されるべきものと

考えます。もう1つ は、最愛の一人娘を医療 ミスにより

なくされた菅俣氏の医療事故被害後の活動報告で、医療

者 と患者との間のインフォーム ドコンセン トの重要性を

提唱され、同じ治療者である会員の方々に、あらためて

認識を深めさせる貴重な報告であったと愚bれ ます。

4.む す び

最後に、この拙文が筆者の専門知識不足のため大会経

過報告にかぎりなく近くなったことをお詫びすると共に、

本学会における研究活動那、 複数の分野をカバー しな

がら、独自の学問体系を構築して、理論と実践の両面か

ら人類の健康生活に大きな貢献の出来ることを願いっつ、

印象記を締め括らせていただきたいと思いますロ

一199一



スポーツ整復療法学研究 第4巻 ・第3号2003if3月

*申**幸****************牢*

平成14年 度 第2回 理事会議事録

********串************串*

日 時1平 成 ユ4年10月25日{金)15=OO-16:20

場 所:東 京商船 大学

出席者=金 城(会 長〕、岡本 ・片 岡繁(副 会長)、

片岡幸(理 事長)、 入澤 ・岩 田 ・岩本芳 ・草揚 ・

佐野 ・畠中 ・原 ・洞 口 ・堀井 ・増原(理 事)

会長挨拶=金 城会長

開 会=片 岡繁副会長

司 会=片 岡理事長 よ り、理 事会議題(案 〉に沿っ

て進行す る旨、が告げ られた。

〈報告事項>

1.総 務委員会{事 務局佐野理事)
・資料(学 会誌4巻4号155項)に 基づき、会員の

動 向及び、 下記 の会費未 払い者6名 の学 会会員

除名 について説明がなされ た。

大坂武 史(宮 城県)、 柳瀬成利(宮 城 県)

斉藤 大(大 阪府)、 中森 喬{大 阪府)

端岡裕 一(夫 阪府)、 前 田志朗(夫 阪府)

2.学 会実行 委員会 〔佐野理事)
・一般発表演題数 にっいて資料(学 会誌4巻2号

p100)に 基づ き42題(発 表率8.7%)で あった

ことの説 明那な された。

・憩親会の式次第について説明がなされ た尊

・大会 実行委員お よび評議員 に弁 当を配布す ること、

既 に弁 当 を購入 してい る委員 につ いては 、図書

券を配布す る旨の説明解なされ た。

3.編 集委員会(増 原理事)
・学会誌4巻1号 および2号 を9月 末に発送 した こ

との報告がな され た。
・4巻3号 を3月 末に、5巻1号 を6A末 にそれぞ

れ発行予定であること、4巻3号 の投稿 論文等の

締切は12月20日 、5巻 ユ号の締切 は3月 末 を予

定 していること等が報告 され承認 された。
・ 支部 会お よび専門分科 会の活動状 況を、 「支部

だ よ り」 「専門分科会だよ り」 として掲載{写 真

等を含む1頁 〕す るために協 力を要請 したい旨の

提案力{なされ承認 され た。
・ 上記報告 と関連 し、支 部会 お よび専門分科会 の

研修会等の次年度計画を3月30日 までに事務 局
へ報告す ることの旨承認 された。

<審 議事項>

1.評 議員会 ・総会議事 関連
・第1-4号 議案の平成1君 年度事業計画、決算報告

お よび平成15年 度事業案および予算案につ いて、

資料(4巻2号p145}に 基づきそれぞれ 入沢総

務担 当理事お よび 佐野経理担 当理 事か らの説 明

お よび 中嶋監事 か らの監 査報 告が あ り、審議 の

結果承認 された。
・第3号 議案 の うち、第5回 学会 大会(20e3年)

にっいて 、片岡理事 長か ら日程、 開催 地等 にっ

いての堤案 溺あ り議論がなされた。審議の結果、

開催 地は関西支部で、会期 は1⑪ 月18日(土)・

19日{日)に 日程 を変 更 して実施す る こと.ま

た第6回 大会(2004年)は 北海道支部で開催 し、

開催 時期 にっ いて は季節 等 も考慮 し変 更 もあ り

得 る こと等 、審 議 の結果 、承 認 され た。本学 会

大会の開催 日程については、従来10月 の最終土 ・

日と決 め られ てい たhS、 今後 、1週 間前後 の 日

程 変更が あ り得 るこ とが承認 され た。 特別講 演

の候捕 者 につ いて は、今後 、相談 を しなが ら決

定 す るこ と、また シ ンポジ ウム につ いて は、複

数 の専門分科会 に よ るシンポ ジウムの開催 した

い 旨等承認 された

2.評 議員会 ・総会の式次第 について
・上記について、佐 野理 事か ら評議員会 の司会 を中

村正 道(東 京工業 大学)に 、総会 の開会 の辞 を

片岡(繁)副 会長 に 、司会 を入澤理事 に依頼 す

る ことが提案 され 承認 された。議長 団 にっ いて

は、 田邊美彦評議 員(関 西地区).菊 池俊紀評議

員(関 東地区)を 、議 事録署名人 にっ いては、

庄子和 良評議員(東 北地区)、渋谷権司評議員(関

東地 区)を 理事会 と して提案す る こと等審議 の

結果承認 された。

3.5号 議案 その他

1)役 員お よび評議員選挙について{佐 野理事)
・次期役員選 挙に関連 し選挙管理委員会 を設置す る

こと、委員 として渋谷権 司(東 京都)、 中村正道

(東京都)、 諸星眞一{東 京都)の3氏 を推薦す

ること、並びに選挙細則、選挙 日程{概 略)、 手

順 につ いて説明 瀞 な され、審蟻 の結果 承認 され

た。

2)研 究助成 について(片 岡理事長)

・研究助成審査委員会{編 集委員5名 お よび学術研

修委員2名 の7名 で構 成)が 構成 され 、委員長

に 畠中耕 作理事 を選 任 した こ との報告 がな され

た岳
・研究助成の応募は3件 があ り、審査の結果、片岡

繁雄氏(研 究課題名:柔 道整 復師 の コ ミュニ ケ
ー シ ョン能 力に関す る研 究)を 助成 対象候補 と

することが報告 された。
・次年度以降、研究助成費 申請 に際 し、1件 総額30

万円まで と表記 し、 申請時役 員5名 の推薦の文

言 を削除す ること、ま た研 究助成費 を事 業計画

とし、事業 予算 か らの支 出を検討す る こ と等が

提案 され た。 以上3点 にっいて審 議の結果承認

された。

3)国 際学術交流委員会(片 岡理事長)
・国際交流の一貫 と して、第2回 世界アス レチ ック
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トレー ニング ・セ ラ ピー大会(WFATT)(開 催 日1

2003年5月26・27日1カ ナ ダ、バ ンクーバー〉

へ の加 盟 お よび参 加 につ い て提 案 が な され た。

会 員 に も参 加 を呼 び掛 け る との提 案 もな され 、

審議の結果承認 され た。

4.そ の他
・片 岡理 事長 よ り、皿1日 本 接骨 師会 との学 術交流

に関す る報 告 溝 な され 、様 々な 議論 が取 り交 わ

されたが、執行 部 に一任 され た。
・畠中理 事 よ り、 関西支部 の運営役員 の名称 に閲す

る問題 提案 が な され た.各 支 部組 織 は本 学会 の

組 織 運 営上 、支 部長 ぶ 中心 とな り組織 の運 営、

役員 の名 称 、 規約 等 を検討 す るこ とが望 ま しい

ことの意見が多か った。

岡本副会長の挨拶溺あ り、理事会が閉会 された。

(文責=総 務担当理事 入澤 正)

*********卑 串**串*******串*

日本スポーツ整復療法学会

第4回 評議員会議事録
***********************

同 時=平 成14年10月2了 日(土)

場 所1東 京 商船大学

出席 者:18名 、委任状30名

司 会 二中村正道総務 委員

開 会=片 岡繁 雄 副会長 に よ り、評 議員会 の開会

の挨 拶がな され た。
・金城孝治 会長 よ り、評議員 会開会 に際 しての挨拶

があった。

〈議事関係事項〉
・定款の第5章 、第24条 に基づき定足数の確認が

行われた。現員50名 、出席者18名 、委任状30

名が報告 され、評議員会の成立が了承された。
・議長団の選出が行われ、田邊 美彦評議員(関 西
地区選出)・菊地俊紀評議員(関 東地区選出)が

選出された。
・議事録署名人の選出が行 われ

、庄子和良評議員

(東北地区選出}・ 渋谷権司評議員{関 東地区選

出)が 選出された。

〈審議事項 〉

工)第1号 議案:平 成13年 度 事業報告
・入澤 正総務担 当理事 より、資料(抄 録147貢)

に基 づ き、学 会誌 の発 行及 び 学術 研修 会 等 につ

い て説 明が あ り、審議 の結 果 、原 案通 り承認 さ

れ た。

2)第2号 議案=平 成13年 度決算報告

・佐野裕 司財務担 当理 事 よ り、資料(抄 録148貢)

に基 づき、平成13年 度 収支決 算報告が な され 、

中島今朝光 監事 よ り資料(抄 録149貢}に 基 づ

き監 査 報告 渉 な され 、 審議 の結 果 、原 案通 り承

認 された。

3)第3号 議 案;平 成15年 度事 業報告
・入 澤 正総務担 当理事 よ り、資料(抄 録150貢)

に基づき、第5回 学会大会 につ いて説 明があ り、

資料 の大会開催 日程 を諸般 の事情 によ り2003年

10月18日(土)・19日(日)に 、場所 を(関 西

地 区)に 修正 して提案 され、承認 された。

尚、 渡辺英 一評 議員 よ り、 日程 の変更 につ い て

過 去 の決定 と矛盾 す るの では ない か との質 問 が

あ っ た。 理 事長 よ り、次年度 は諸般 の事 情 に よ

り変更 を余儀 な く され た こ とか ら、今後 は 多少

柔軟 に対 応 す る必 要 が あ る 旨の答弁 が な され 、

総会に諮る ことで了承 された。
・ま た、第2項 の学 会誌 の発行 にっい て 、第4巻

を第5巻 に訂 正 して説明がな され 、審議の結果 、

承認 され た。
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4)第4号 議案=平 成i5年 度 予算案
・佐野裕司財務担当理事 よ り、資料(抄 録150貢)

に基づき、平成15年 度 予算案 にっいて説明がな

され.審 議 の結果、原案通 り承認 された.

5>第5号 議案=そ の他
・片 岡幸雄理事長 よ り、 来年度次期 役員 並び に評

議員選 出 の為 「選 挙管 理委員会」 を設 置す る こ

と及び、選挙管理 委員 と して渋 谷権 司(東 京〕、

中村 正道(東 京)、 諸星 眞一(東 京)の3氏 を選

任 したとの提案がなされ 、原案通 り承認 され た。
・ 「研 究助 成審査委 員会 」 を立 ち上 げ委 員長 に畠

中耕 作理 事 を選任 した こ と、研究 助成 費の 上限

は給額30万 円まで とす ること、な らびに申請に

際 して役員5名 の推薦 を要す るとい う条項 を廃

止す るとの提案がなされ、了承 された。
・平成14年 度研 究助成 申請は、締 め切 り期 日まで

に3件 の応募 があ り、審 査の結果 、片岡繁雄氏

らに よる 「柔道整 復師の コミュニ ケー シ ョン能

力 に関す る研究」に対 して助 成金30万 円の助成

が決定 した との報告があり了承 された。
・国 際交流 の一 貫 と して、第2回 世 界ア ス レチ ッ

ク トレーニング ・セ ラピー大会(2003年5 ,月26・

27日=カ ナダ)に 加盟 ・参加す るこ と、並びに

会員 に も参加 を呼 び掛 け る との提 案が な され 、

原案通 り承認 された。

岡本武昌副会長の挨拶があ り、評議員会が閉会

された。

講 録署名人 圧 各 4り轡
議事鰐 名人 ラ女 ス》轍 ∋ ㊧

半 串 串 串**申 串***半*****申*****

日本スポーツ整i復療法学会

第4回 総会議事録
***串***申**************串

日 時1平 成14年10月28日(日)

場 所:東 京商船大学

出席者:67名 、委任状221名

司 会=入 澤 正総務担当理事

開 会 二片 岡繁雄 副会長 によ り、総会の開 会の挨

拶力{なされた.
・金城孝治会長 より、総会開会 に際 しての挨拶が あ

った。

〈議事関係事項 〉
・定款 の第5章 、第25条 に基づ き定足数の確認が

行われ た。現員484名 、出席者67名 、委任状221

名が報告 され、総会の成立が了承 された。
・議長 団の選 出が行 われ 、田邊 美彦評議 員(関 西

地 区選出)・ 菊地俊紀評議員(関 東地 区選 出)が

遡出 された。
・議事録 署名人 の選 出が行 われ 、庄 子和 良評議員

(東北地区選出)・ 渋谷権司評議員(関 東地 区選

出)が 選出 された。

<審 議事項>

2)第1号 議案:平 成13年 度事業報告

・入澤 正総務担 当理事 よ り、資料(抄 録147貢)

に基 づ き、学会誌 の発 行及び学術研 修会等 にっ

いて説 明が あ り、審 議 の結果、原案 通 り承 認 さ

れた。

2)第2号 議案=平 成13年 度 決算報告
・佐野裕司財務担 当理事 より、資料{抄 録148貢)

に基づ き、平成13年 度収支決算報告がなされ、

中島今 朝光監事 よ り資料(抄 録149貢)に 基づ

き監 査報告 がな され 、審議 の結果、原 案通 り承

認 され た。

3)第3号 議案;平 成15年 度事業報告
・入澤 正総務担 当理事 よb 、資料(抄 録150貢)

に基づき、第5回 学会大会について説明があ り、

資料の大会開催 日程を諸般の事情 によ切2003年

10月18口(土)・19日(日)に 、場所 を(関 西

地区)に 修正Lて 提案 され、承認 された。
・また 、第2項 の学会誌 の発行 につい て、第4巻

を第5巻 に訂正 して説明がな され、審議の結果、

承認 され た。

4)第4号 議案=平 成15年 度予算案
・佐野裕司財務担 当理事 より、資料(抄 録150貢)

に基づ き、平成15年 度予算案について説明が な

され、審議の結果、原案通 り承認 され た。

5)第5号 議案:そ の他
・片 岡幸雄理事 長 よ り、来年度 次期役員 並び に評
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議 員選 出の為 、選 挙管 理委員 会 を 設置 す る こ と

及び 、選 挙管理 委員 に渋谷権 司{東 京)、 中村 正

道(東 京)、 諸星 眞一(東 京)の3氏 を選 任 した

との提案 がな され 、原案 通 り承認 され た。
・ 「研 究助 成審 査 委 員会 」 を立 ち上 げ委 員長 に 畠

中耕 作理 事 を選 任 した こ と、研 究助成 費 の上限

を総額30万 円まで とす る こと、今後、 甲請 に際

して役 員5名 の推薦 を要す る とい う条項 を廃止

す るとの提案がな され 、了承 された。
・平成14年 度研 究助成 申請 は、締切期 日まで に3

件 の応 募 が あ り、 審査 の結 果 、片 岡繁雄 氏 らに

よる 「柔 道整 復 師 の コ ミュニ ケー シ ョン能 力 に

関す る研 究 」に対 して助成 金3⑪ 万 円の助成 が決

定 した との報告があ り了承 された。
・国 際交流 の一 貫 と して、 第2回 世 界ア ス レチ ッ

ク トレーナ ー ・セ ラピー大会(2003年5月26・

27日=カ ナ ダ)に 加 盟 ・参加 す るこ と、 並び に

会員 に も参加 を呼 び掛 け るとの提 案が な され.

原案通 り承認 され た。

た 。

岡本武昌副会長の挨拶があ り、総会が閉会 され

議事録署名人

議事録署名人

島 網 験
渋冷嗣 ㊧

***********************

平成14年 度寄付金
(2003年2月28日 現在)

*宗********************寧

日本 スポーツ整復療 法学会 に対す る平成14年 度

の寄付金は計517,⑪OO円 とな りま した。 ご協力を頂

いた団体 お よび個 人名 を 下記 に掲載 させ て頂 きます

とともに、紙 面をお借 りして ここにお礼 申し上げま

す。

13万 円=

2万 円=

1万 円=

団 体

侑)ア クアテ ィック

〔株)イ ンパ ク トトレーデ ィング

(株)エ ス ・エス ・ピー

個

5万 円=金 城孝 治

3万 円=片 岡 幸雄

2万3千 円1大 木康生

2万 円:中 村 昭治

1万 円=岩 田 勝

坂井祐 二

鈴木一央

丸 山 剛

7千 円1渋 谷権 司

5千 円=今 井裕 之

4千 円=伊 熊克 己

小野寺恒己

増原光彦

3千 円:根 本達之

2千 円=阿 部洋志

岡本孝信

片岡利正

小池能宣

斎藤憲司

鴫原清勝

諸星眞 一
1千 円=志 自岐礼子

人

土橋 暢

畠中耕作

岩本芳照 草場義昭

坂本一雄 佐野裕司

瀬尾計子 田邊美彦

中島今朝光 西島稔了

高橋教友

岡本武昌

原 和正
山本好弘
松岡慶樹

伊藤房子
刑部 治

狩野和利
小嶋国彦

佐藤賢司
外林雅夫

中山高雄
森澤 大

堀安高綾

丸山 智
今村和久
梯 博之
九鬼 修

菊地俊紀

佐藤勇司
桃原 理
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次期役員 ・評議員選挙 について

日本スポーツ整復療法学会

選 挙 管 理 委 員 会

委員長 渋谷権司

委 員 中村正道

委 員 諸星眞一

次期(平 成16年4月1日 か ら平成19年3月31日 までの3年 間)役 員お よび評畿員の選挙について公

示 します。平成14年10A25日{金)平 成14年 度第2回 理事会 において、選挙管理委員会、選挙細則

お よび選挙 日程が下記の ように承認 されま した。

1.選 挙管理委員会 の設置

次の3名 の会 員押選挙管理委員 として承認 された。

渋谷権 司(東 京都)、 中村正道{東 京都)、 諸星眞一(東 京都〉

2.選 挙細則

役 員 ・(定款11条)理 事は20名 以内、監事は2名 とす るe
・(定款12条)役 員 は立候補 により正会員 の中か ら選出す るe
・1つ の職能団体 の領域が全理事および全 監事の半数 を超 えないもの とする。
・選挙権な らびに被選挙権は選挙 が実施 され る前年度 の3月31日 までに当該年度の会費 を納入

した正会員 とする。

評議員 ・(定款U条)評 議 員数はSO名 以内 とす る。
・{定款18条)全 国8地 区の会員比例配分数 を投票によ り選出する。
・地 区別の正会員名簿を送付 し各地区割 り定数 を投票 させ る。投票方法はその名簿に候補者数だ

けOを つけ させ る。 ただ し定数 を超えてOを っ けた揚合は無効 とす る。 同数の場合は選挙管理

委員会で抽選決定す る。
・選挙権な らびに被選挙権 は選挙 が実施 され る前年度 の3月31日 までに当該年度の会費を納入

した正会員 とす る。

3.選 挙 日程(概 略)

平成15年5月 初旬

平成i5年5月 初旬

平成15年5月 末 日

平成15年6月 初旬

平成15年7月 末 日

平成15年8月 上旬

平成15年9月 中旬

平成15年10月 下旬

役員立候補受付締切

役員立候補名告示

役員投票締切開票

役員決定通知{学 会誌第5巻 ・第1号)

評議員選挙投票締切開票

承諾書受領完了

抄録印刷(学 会誌第5巻 ・第2号}

第5回 学会大会総会で承認

4.手 順

役員(理 事お よび監事}の 立候補を下記の要領で受 け付 けます。

応募用紙=選 挙管理委員会にFax=03-5620-6437叉 はE-mail=JSSPOTOjsspet.orgで 請求 して下さい。

受付締切=5A1日(月)正 午迄 学会事務局 「選挙管理委員会」宛 に郵送 して下 さい。
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海外研修 申込み募集のお しらせ

本学会における学際的研究を一層促進 し、将来の方向性を位置づけるために、人材の育成は欠かすことが

出来ない重要な課題です。そ こで下記の要領で海外研修の申請を受け付 けます。研修受け入れ人数は年間若

干名とします。

1.応 募条件

1)募 集盗格 は本 学会の正会員 とする。

2)原 則 として 日常の英会話 溺でき るこ と。

3)研 修期 間は1ヶ 月か ら3ヶ 月未満 とす るe

4)助 成額 は30万 円を限度 とす る。

5)研 修 期間が終了後3ヶ 月以内に機 関誌 「ス ポー ツ整復療法学研 究」に海 外研 修記を掲載す る ことを義

務 とす る。

2一 申 し込み方法

1)申 請書を学会 事務 周に提 出 して くだ さい(申 講書 は学会事務局 よ り取 り寄せて下 さい)e

2)正 会員5名 の推薦 お よび保 証人1名 力泌 要です。

3.申 し込み締 め切 り

1)平 成15年5月31日

4.審 査の決定

1)本 人に直接通知 し、学会誌 に発表 します。

研究助成 申込み募集のお しらせ

本学会における学際的研究を一層促進 し、将来の方向性を位置づけるために、質の高い学際的研究の促

進は欠かすことが出来ない重要な課題です。そこで下記の要領で、研究助成の申請を受け付けます。

1.応 募 条件

1)本 学会 の正会 員 とす る。

2)研 究領域 はスポーツ整復療 法学関連 の領域(概 ね 、本学会 の学術大会発 表領城〉 とす る。

3)研 究期 間は2年 未満 とす る。

4)助 成総額 は30万 円を限度 とす るe

5)成 果の報告 は研 究期間が終 了後 、6ヶ 月以内 に学術 大会にお け る研 究発表お よび機 関誌tス ポーツ整

復療法学研究」 に原著論文 として掲載す ることを義務 とす る。

2.申 し込み方法

1)申 請書 を学会事務局 に提 出 して くだ さい{申 請書 は学会事務局 よ り取 り寄 せて下 さい)。

3.申 し込み締 め切 り

1)平 成15年5月31日

4.審 査の決定

1)本 人に直接通 知 し、学会誌 に発表 します。
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専門分科会登録 のお知 らせ'

人体に対する整復療法術の基本を人体各部位別療法と全身的療法との有機的連携の視点にたち人間の総合的回復を目的と

する学際的研究の確立を目的として、下記の研究部会が設立してお りますe各 会員少なくとも1つ 以上の部会に登録し、活』

発な活動を行 うことを期待します.な お部会の登録数は幾つでも良いが、部会毎に通信費等坦かか ります。

1.研 究 部 会

A.部 位 別 研 究 部 会

1)ス ポー ツ ・シ ョル ダー 部 会

2)xポ ー ツ ・ヱ ル ボ ー部 会

3〕 ス ポ ー一ツ ・ リス ト部 会

4)ス ポ ー ツ ・バ ッケイ ク部会

5)ス ポ ー ツ ・ニ ー 部 会

6)ス ポ ー ツ ・ポ ダイ ア トリー部 会

7}ス ポー ツ ・カ イ ロ部 会

B.基 礎研究部会

1)ス ポーツ整復工学部会

2)ス ポーツ療法科学部会

3}ス ポーツ社会心理療怯学部会

4)ア ス レチ ック トレーナ ー実践 学部会

部 会 長:畠 中 耕 作 〒641-0021和 歌 山 市 和 歌 浦 東1-1-15

TEL:0734-44-{}618F且 且=0734-44・-0506

E-mai1二hatake@axel.ocn.ne.jp

部 会 長:菊 地 晃 〒9St-3204宮 城 県 仙 台 市 泉 区 寺 岡6-11-IS

TEL&FAX:⑰22-3〒8-544S

I…-mail=b_b_王ove@me.mni+ne.j1コ

部 会 長=岩 本 芳 照 〒651-・2117神 戸 市 西 区 北 別 、府2--2-3

TEL&FA)C=078-974-7555

E-maji1=yiwamote@esk3.3Web.ne+jp

部 会 長=原 和 正 〒381-0083長 野 県 長 野 市 西 三 才1367-3

TEL&FtVC=026-295-3302

部 会 長=草 場 蓋 昭 〒S38-0128福 岡 県 小 郡 市 稲 吉1372-1

TEL:eg42--72-9382F且)C=eg42-73-0333

E-maiユ=yoshiakieTnecha.⑪cn.ne.jp

部 会 長=入 濯 正 〒270-0121千 葉 県 流 山 市 西 初 石4-474-l

TEL:04〒1・-54-1503FAX:047正 一54-1503

E-mai1:iriSawaOmal〕le.ocn,ne.jp

部 会 長:任 海 一 彦 〒242-OOO3大 阪 市 西 区 京 町 堀3-8-・8-503ア ース フ(・-bド

TEL&F八X;06-6441-2〒78

£-mail=teumi@earthfield.net

部 会 長:岡 本 武 昌 〒556-OOO3大 阪 市 浪 速 区 恵 美 須 西1-7-6

TEL:06-6643-2S14FA」X=06-6647・-5578

部 会 長=佐 藤 健 〒9S9一 工693宮 城 県 柴 田 町 船 岡 南2-2-18仙 台 大 学

TEL邑F且 ⊃【=0224-55-1482

部 会 長=鈴 木 一 央 〒090-85e7北 海 道 北 見 市 公 園 町165番 地 北 見 工 業 大 学

TEL&lFAX:0157-26-9542

E-ttiai1=suzukikzimii.kitami--it.ac.jp

部 会 長=岸 田 呂 章 〒64S-OO95和 歌 山 県 橋 本 市 橋e)SS9-39

TEL乱FAXiO736-37-3fi23

E『-m且il=Seikotu@sage■ocn.」 「le.jp

2.活 動内容

1)学 術大会においてシンポジュームを開催する。

2)学 術大会における一般発表および共同研究琵表を促進する。

3)研 究部会に関連した研修会、謂演会を開催する。(開 催に際してはs必 ず学会事務局に連絡のこと)

4)内 外の関連学会との連携および情報の収集を促進する。

5)そ の他、研究部会に関連する事項である。

3.会 費

1}各 部会は通信費として1人 あたり年間1000円 を徴収しますe

2)研 修会等における会費は別途徹収します.

4.登 録方法

登録用紙に必要事項を記入の上、部会長に提出してください。
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スポー ツ整復療 法学 研 究 第4巻 ・第3号2003年3月

専門分科会登録用紙

・申込用紙 はコピー して必要事項 を記入 の上 、各部会長 へ郵送 して下 さい。

・正会員 学生会員 賛助会員 ・登録年月 日= 年 月 日一一

氏 名 印

一

郵便物送付先にO

自宅 勤務先氏名ふ りがな

一

生年月日

一一一

年 月 日生

勤務先名

一一

勤務先住所 〒

一一一

電話:

FAX=

E--mai1:

自宅住所 〒

一

電話:

EAX:
一一一一

E-mail:

1

所属希望部会

に○印を付ける

・シ ョル ダー(肩)部 会 ・エ ル ボー(肘 〉 部会 ・リス ト(手 首)部 会

・バ ッケ イ ク(腰 痛}郎 会 ・ニ ー{膝)部 会 ・ポ ダ イ ア トリー(足 病)部 会

・カ イ ロ(脊 柱)部 会 ・ス ポ ー ツ 整復 工 学 部会 。ス ポー ッ療 法 科 学 部 会

・スポ ー ツ社 会 心 理 療 法 学 部 会 ・アス レチ ック トレー ナ ー実 践学 部 会
一

職業分野 ・免許

にO印 を付ける

一一一

柔道整復師 鍼師 灸師 マッサージ師 理学療法士 カイロプラクター

大学教師 専門学校教師 医師 夫学院生 学部生 専門学校生

その他:

所属団体

に○印を付ける

一

日整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAC

その他 二一

所属学会等

学 歴 専門学校名=

大学名1一一

一一一207一
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スポーツ整復療法学研究 第4巻 ・第3号2003年3月

第5回 日本スポーツ整復療法学会大会のご案内

1.会 期;平 成15年10月18日(土)・19H〔H}

2.会 場=大 阪体育大学 〒5eo-0496大 阪府泉南郡熊取町朝代台1-1

3.交 通:JR「 熊取駅」東口よ リバス 「大阪体育大学行 」終点下車(約15分)

1)関 西空港よ りJR関 空快速 「天王寺行」,「JR難 波行」又は 「京橋行」乗車、jR「 熊取駅」下車

2)JR「 新大阪駅」よ り地下鉄御堂筋線 「天王寺行」又は 「中百舌行」乗車 、 「天王寺駅ユ下車、JR阪 和

線に乗換え、 「関空行」又は 「和 歌山行」方面の快 速に乗車、JR「 熊取駅」下車

3>皿 「大阪駅」よ り 「関空行」又は 「和歌 山行」方面の快速 に乗車 、JR「 熊取駅」下車

4.日 程 表

1)10月17日(金)

16.00～17.00=役 員 会e102)

17.OO～18.00=理 事 会{B102)

2)大 会 第1日 目=1e月18日(土)

09.00=大 会 実 行 委 員 会

09.30・vlO50:研 究 発 表 、 活 動 報 告

11.00～11.30:評 議 員 会

昼 食

12.2e・v14,40=研 究 発 表 、活 動 報 告

14.SO・・-15.50:特 別 講 演1

16.00・-18.oo=専 門 分 科 会 シ ン ポ ジ ウ ム

18.20～20L20=懇 親 会

3)大 会 第2日 目=le月19日(日)

09.OO～10.00:研 究 発 表.活 動 報 告

10.10・v12.eo:特 別 講 演2

1ZIO--12nO:総 会

昼 食

13.30～16.30:研 究 発 表 、 活 動 報 告

16.40:大 会 実 行 委 員 会

5.大 会内容

1)特 別講演

2)専 門分科会企画シンポジウム

3)一 般研究発表 ・活動報告

丘 会議等

1)役 員会

2)理 事会

3)評 議員会

4)総 会

5)懇 親会

ω 大会実行委員会

*日 程表及びプログラムの内容は変更する場合がありますのでご了承下さい。
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スポーツ整復療法学研究 第4巻 ・窮3号2003年3月

大会参加の申込要領

1.大 会参加の申込登録の方法(締 切8月15日)

大会参加申込登録は、準備の都合上、年度会費8,000円{学 生S,ooe円)お よび大会参加費3,000円(学

生1,000円)の 前納による事前登録を原則とします。

申込方法は郵便局振込用紙に内訳を記入の上、下記の事務局口座へ振り込んで下さい。領収書は振込

票によって代えさせて頂きますので、大会当日まで大切に保管下さい。

なお、大会号(プ ログラム ・抄録集 ・給会資料等)は 学会誌の第2号 として9月 下旬頃に送付する予

定です。学会当日には大会号を泌ずご持参下さい。

臨時会員は、大会当日に受付にて大会参加費5,0N)O円(大 会号は含まない)を お支払い下さい。なお

大会号の遜要な方は受付でご相談下さい。別途料金でお譲 りする予定です。

2.大 会参加費

前納料金

正 会 員3,000円

学生会員1,000円

賛助会員3,000円

臨時会員

大会当日料金

5,000円

2,000円

5,000円

5,00e円

備 考

学生証提示

展示業者を除く

3.懇 親会のご案内

10月18日{土}シ ンポジウム終了後に会費制による懇親会(概 ね、飲み食い放題〉を行います。懇親会

へは、名誉会長および特別講演者等を招待する予定です。

参加を希望される方は、事前予約と致 します.参 加希望者は、郵便振込用紙に内訳を記入の上、事務

局口座へ会費を振り込んで下さい。

懇親会費5,000円

4.昼 食弁当のご案内

会場の近 くに食堂があ りませんので、10月18日(土)・19日{日}の 昼食 に弁当をご用意致 します。弁当

は事前予約のみ とさせ ていただきます(当 日販売 はいた しません).希 望 され る方は.郵 便振込用紙 に内

訳 を記入の上、事務 局 ロ座へ代金 を振 り込んで下さ い。弁 当の引換券は学会 当 日に受付でお渡 し致 しま

す。

18日 および19日 の昼食弁 当代 各1,000円

5.事 前参加登録 の締切 日(年 度会費、大会参加費、懇親会費お よび昼食弁当代)

8月15日(当 日消印有効〕。

取 り消 し返金は一切行いませんので ご了承 下さい。

6.ホ テルのご案内

宿泊予約は近隣のホテルを下記に紹介します。直接個人でお申し込み下さい.

ホテル名

全 日空ゲー トタワーホテル大阪

関西工アポー トワシン トンホテル

関空 日根野 ステーションホテル

ホテルカバ リエ

ホ リデイ ・イン関西空港

ホテルニ ューユタカ

(m'yホ テルエアーポ・一一Lトイ ンプIJン ス

ファース トホテル

*料 金はシングル1泊 の概算です。詳細は各ホテルに問い合わせて下さい。

アクセス{最寄り駅)

皿 りんくうタウン駅前

JRり んくうタウン駅前

JR日 根野駅徒歩3分

JR熊 取駅徒歩3分

南海電鉄泉佐野駅徒歩5分

JR熊 取駅徒歩15分

南海電鉄泉佐野駅徒歩3分

南海電鉄泉佐野駅徒歩3分

料 金

15,000

8,SOO

9,1〕00

6,000

9,0(X)

6,300

7,0DO

6,500

電 話

0724-6〔Mlll

O72461-2222

0724層604911

0n453.0303

0724t59・1112

0724-61-2950

072A-63-2211

0724-62K〕Oll
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スポーツ整復痴法学研究 第4巻 ・第3号2003年3月

演題募集要項

1.演 題申込資格

演者および共同研究者(大 会に参加 しない者も含む)と もに本学会の会員で、年度会費および大会参

加費を納めた者に限ります。会員でない方は入会手続きが必要です.

入会手続きは会員登録用紙に必要事項を記入の上、大会発表取扱事務局へFAXで 登録し、申込締切日

までに入会金2000円 、年会費8㎜ 円および参加費3000円 を郵便振込用紙に内訳を記入の上、事務局

口座へ振 り込んで下さい。領収書は振込票に代えさせて頂きますので、大会当日まで大切に保管下さい.

なお、共同研究者の発表は何回でも可能ですが、演者としての発表は1人1回 に限ります。

2.発 表領域

下記の研究領域を含むスポーツ整復療法学に関する 「一般研究発表」および 「活動報告」で、内容が

未発表で完結したものに限ります、
1)整 復療法学に関する分野

領域:柔 道整復療法、カイロプラクティック療法、ボディアトリー療法、マッサージ療法

理学療法、アスレチ ックトレーニング療法、身体整復病態など

2)ス ポーッ整復工学に関する分野

領域:ス ポーツバイオメカニクス、身体整復工学、身体情報分析など

3)ス ポーツ療法学に関する分野

領域;ス ポーツ科学{生 理{環 境を含む)、栄養、体力評価、健康 ・体力づくり、運動処方など}、

運動療法、スポーツ障害の治療など

4)ス ポー一ツ整復療法の原理 ・倫理に関する分野

領域:社 会倫理、医療原理など

5)ス ポーツ整復療法の評価に関する分野

領域:イ ンフォームドコンセント、療法技術の評価、経営の評価など

6)そ の他スポーツ整復療法に関する研究

3.発 表時間

発表時間8分 、質疑応答時間2分 の計10分 の予定です。

4.発 表形式

パワーポイントまたはOHPに よる一面映写を原則とします。なお機械の操作は発表者の責任におい

て行って下さい。また発表時間を厳守して下さい。

上記以外の発表形式{ス ライ ド等)に 関しては.発 表申込締切日までに事務局に相談して下さい。

5.申 込方法 と書類

「演題申込書」および 「抄録原稿」を締切日までに大会発表取扱事務局宛に送付して下さい。抄録原

稿の作成は 「抄録原稿作成要領」に従って下さい。

6.申 込締切

8月15日(当 日消印有 効)
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ズポーッ整復療濫学研究 第4巻 ・第3号2003年3月

抄録原稿作成要領

下記の要領で原稿を提出 してください。

1.瞬 原稿はA4版 白色普鰍1枚 を使用 し、縦 即 ㎜ 、横17〔 ㎞ 以内の枠 内{上3㎞ 、下eSmm、

左 右20皿mを 空白)で 作成する。提出 された原稿は原寸のままオフセ ッ ト印刷す るので、図表 ・写真等

を原稿に貼 り付けて完全原稿で提出する。

2.原 稿 はワー プロ等を用 い、プ リンター一で印刷作成する。手書原稿 は不採用 とす る。

3.「 演題名」は最上段の1～2行 目の中央部に14ポ イ ン ト程度 の文字で、 副題がある場合 は行を改めて

10ポ イン ト程度でそれぞれ印字するe

4,「 氏名、所属」は3～4行 目の中央部に10ポ イ ン ト程度 の文字で印字する。共 同研究者がいる場合は、

発表者 を筆頭に し、所属は氏名の後ろに()で 括 って印字する。

例1=整 復太郎{千 葉県OO接 骨院)、 例2=ス ポーツ太郎(OO大 学)

5.「 キーワー ド」は5行 目の左か ら10ポ イ ン ト程度で印字 し、5ワ ー ド以内 とする。

6.「 本 文」は6行 目か ら 「9ポ イ ン ト、25文 字X43行 程度 の2段 組み{中 央部1(m程 度 を空白).総 文

字数2150字 」程度の書 式で 、 「目的」 「方法i「 結果」 「考察」 「結論 」および 「文献」な どの見 出

しを付けて 「である調」で作成する。原 稿用紙の空きスペースをできる限 り少な くする。

7.図 表 ・写真は全て 「本文」の枠 内に納めて、原稿に張 り付けて提出す る。それぞれの タイ トルは図と写

真では下 に、表では上に印字する。

8.「X線 写真」 を用 いる場合は、協力医師名を末尾 に記載する。ただし協力医師が共同研 究者 に入 って い

る場合 には必要ない。

9.「 活動報告」の本文も上記にほぼ準 じて作成する。

10.抄 録原 稿はオ リジナル1部 とコピー2部 を同封 し、折 り目がつかないよ うに厚紙など を使用 して送付す

る.{締 切 日厳守)

11.発 表 の取 り消 しは締切 日よ り15日 以内までに事務局に文書で連絡する』

12.審 査の結黒 書 き直 しや不採択 となる場合がある。その際は、事務局よ り連絡がある。

13.送 付された原稿等は返却 しな い。

14.演 題 申込書には 日本語 のタイ トルの他 に.英 文のタイ トルを記載 することが望 ま しい。

大会発表取扱事務局
〒S900496大 阪府泉南郡熊取町朝代台1-1

大阪体育大学 増原研究室

TEiEAX=〔M4538844

Emai1=dohi@ouhS.ac.jp

郵便振込口座

口座名義=日 本スポーツ整復療法学会

口座番号:00110・4・98475

振込用紙 には必ず内訳 をご記入下さい
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第 回スポーツ整復療法学会大会 演題申込書

平成 年 月 日申込

和文

演題
1

英文

タイ トル

一一

一一

keywords(5個 以内) 一

該当する発表分野にO印 を付けて下さい。また、一般研究はa～fの 何れかにO印 を付けて下 さい。

1)一 般研究発表2)活 動報告

a)整 復療法b〕 整復工学c)ス ポーツ療法学d)原 理 ・倫理e)評 価f)そ の他
1

氏 名(下 段 ローマ字)

一
所

演 者
:
1

「

共

同

研

究

者

〒

E-maih

亀話=F八X: 一 一一

〒

E-maill

電話lFAX,
…

一一 一

〒

E-maill

電 話:FAX1

一 一一

一一一 一

〒

E-m組1=

電話=FAX:

一

一

L

〒

E-malll

電 話lFAX:

一
1

一 一

〒

E-m面1=

亀 話=㎜ 【=一一一
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スポーッ整復療法学研究 第4巻 ・窮3号2003年3月

「スポーツ整復療法学研究」寄稿規約

1.ス ポ・一ツ整復療法学研究は、日本スポーツ整後療法学会の機関誌で、 「総説」 「原著論文」 「症倒研究」 「研究資

料」 「活動報告t「 教育講座」 「学会通信」等を謁載する。

2.本 誌への寄稿は原則 として、共著者を含めて日本スポーツ整復療法学会正会員に限る。内容はス謂一ツ整復療浩学

の研究領域における 「維説」 「原著論文」 「症例研究j「 研究資料」および 「活動報告」で、未発表で完結したもの

に限る。

3.論 文等を寄稿する際は 「執筆要領」に従って作成する。

4.「 総説」 「原著論文」 「症例研究」 「研究資料」および 「活動報告」の掲載に瞭し、その採否、修正の要求、掲載

順位の指定および校正(初 校は著者)な どは編集委員会歩行い、編集委員長名で著者に達絡する。

5.投 稿原稿は書留便で、封筒の表に 「ス姻一ツ整復療法学研究投稿原稿Jと 集書し、オリジナル1部 とコピー3部(図

表を含む)を 学会事務局宛に送る。掲載が決定した後に、最終原稿を入力したプロッピーディスク(3.5イ ンチ、TXT

形式で保存)を 提出する.提 出原稿等は原則として返却 しない。

6.寄 稿に際し、 「総説」 「原著論文」および 「症例研究」は1万 円、 「活動報告jお よび 「研究資料」は5千 円を審

査料として学会事務局の郵便振込口座に振 り込み、振込用紙のコピーを同封する。振込用紙には必ず内訳を記入する。
7.別 刷は30部 までを無料 とし、それ以上は著者の負担 とする。

「執 筆 要 領 」

Ar総 説」 「原 著 論 文」 「症 例 研 究Jお よび 「研 究 資料 」

1.「 総 説 」 「原 著 論 文」 「症 例 研 究 」 お よび 「研 究資 料 」 は図 表 を含 めて 刷 り上risり8A'一 ジ 以 内 を原 則 とす る。 超

過 したペ ー ジに つ いて は著 者 負 担 とす る(料 金 は別 に定 め る)。

2.原 稿 は必 ず ワー ドプ ロセ ッサ ー を用 い て、 新 か な使 い 、 常用 漢字 を用 いて 、A4版 用紙 に横 書 き印刷 ず るa

3.外 国語 言語 は欧 文 フtyト を使 用 す る。 た だ し、 日本 話 化 した 語 は カ タ カナ 標 記(全 角)を 使 用 して も よい 。数 字

は 算 用数 字 、単 位 符 号 は原則 と してCGS単 位 を用 い 、mm,sec,cm,ml,μgな ど とす る。圧 の 単位 はmrfiHgを 用 い て

もよ い,

4.図(写 真;表 は 必 要 最低 限 に と どめ、A4版 用 紙 に各1枚 に収 載 し、 番 号(例=TabXe.1,Fig,i.ま た は 表1、

図1}と タ イ トル を付 け、且 つ英 文 併 記 が望 ま しい。 図{写 真)表 の挿入 場 所 を本 文原 稿 の 余 白 に朱書 きす る。 な」窓.

製 版 茄不 適 当 と認 め られ る図 表 は書 き変 え る こ とが あ る。 そ の 際 の実費 は 著者 負 担 とす る。

5.和 文論 文原 稿 の形 式 は以 下 の順 に従 う。

且)原 楕 の 第1ペ ー ジに 「表題 」 「著 者名1「 所属 名 」 「キー ワー ド5個 以 内1「 原 稿 の種 類 」 「別刷 請 求部 数 」 「連

絡 先1住 所 、 氏名 、電 話F,FOC番 号、E-mai1」 等 を記載 す る。

b}本 文 は 目的(緒 言)、 方 法 、結果 、考察 、 結論 、引用 文 献お よび 図表(写 真)の 順 と し、 印刷 はfleポ イ ン ト.23

文 宇X38行 の2段 組み 、総 文字 数1〒娼 字 」 程 度 で行 う。 改行 は 冒頭1字 を下げ るe

6.私 文 原 璃 には 英 文 の タイ トル 、 著者 名 、所 属 名 、 キー ワー ドを 必 ずつ け る.ま た 、 英 文抄 録(40⑪ 語 以 内)を つ け

るこ とが 望 ま しい。 英 文}ま専 門 家 のチ ェ ックを 必ず 受 け るこ と。

7.英 文原 稿 に は原 則 として 、上 記 に準 じ、和 文 抄録 をっ け る。

8.引 用 文献 は 主要 な もの に 限 り30fi以 内 とす る(総 説 の場合 は 制 限な し}e文 献 は本 文 の 引 用順 に 引用 番 号 を付 し(半

角 片 カ ッコ内 に 半角 数 宇 で記 入 す る。 倒1片 岡 らDに よれ ば ・ ・)、引 用番 号順 に記 載 す る。

の 雑誌 の場 合 は 、全 著者 名 、年 号 、表題 、 雑 誌名 、巻 数.頁 一頁 の順 に記 す。

1)佐 野裕 司 、 白石 聖 、 片 岡幸 雄(1998)背 側 筋 群 の 強化 を 目的 と した 体 幹筋 運動 ボ腰 筋 の圧 痛 に 及 ぼす 勤果 、

柔道 整 復 ・接 骨 医学7(i):3-12

2)Kataeka,K.,Sano,Y.,1皿ane,H.,Tokiok且,J.andAkutsu,K.(1993)Cha血gesinbloodpressureduring

w且lkingintheelderlyperso皿sveithhypertensien.ChibaJournalofPhysicalEducmtion,1〒:33-39

b)単 行 本 は 全 著者 名 、発 行 年 、標 題 、書 名 、編集 者 名 、版 数 、発 行 所 、発行 地、 引 用 頁の順 に記 す。

1)熊 谷 秋 三:誤 った運 動 法{1003}健 康 と運動 の科学 、九 州大 学編 、初 版 、大修 館 書 店、 東 京:209-211

2)ExpertCommitteeofHealthStatistics(1995)ReportoftheSeeendSessien,"HOTechnicalReportSeries,

25

Bf活 動 報 告 」

図 表写 真 を含 め2べ 一 ジ{400-一 原 葛用 紙8枚)以 内 を原 則 と し、 上記 の執 筆 要領 に準 じて作 成す る。
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スポーツ整復療法学研究 第4巻 ・第3号2003年3月

庵 集後訓

スポーツ整復療法学研究第4巻 第3号 をお送 りします。本号は原著論文1編 、症例研究1編 、教育講座2

編と寄稿数は少ないのですが、充実した豊富な内容の研究論文や教育講座により編集されております。

今後ともより多くのご寄稿をお待ちしてお ります。特に、柔道整復師の会員の皆様は柔道整復学の構築の

ために多くの論文の蓄積が必要でありますので奮起 していただきたいと思います。 日常の業務の合間に研究

をすることは大変な努力がいります示、本学会の優秀な研究者会員とのグループ研究等に積極的に参加 し、

共同研究に取 り組んでみては如何でしょうか。さらに、柔道整復師の視点から見た研究テーマを考え、共同

研究をお願いすれ,ば協力を惜 しまない会員が多いのもこの学会の特色だといえるでしょう。

さて、本誌のご案内にもあ りますように第5回 学会大会が平成15年1⑪ 月18日(土)・19日(日}に 大

阪体育大学で開催 されます。大都会大阪とはいえ南端の山の手で自然環境の良い会場です。関西国際空港か

らも近く、空路利用会員の皆様には便利ではないで しょうか。是非ご参加頂きますようお願い申し上げます。

(編集副委員長 岩本芳照}

1編集委員会i

増原光彦(委 員長)

岩本芳照{副 委員長)堀 井仙松{副 委員長)

片岡幸雄{理 事長〉 佐野裕司(理 事 ・事務局長)
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